
様式１

令和元年度（２０１９年度）採択プログラム　中間評価調書(中間評価後修正変更版）※中間評価時からの修正

ホームペー
ジ（URL）

https://www.m.chiba-u.jp/dept/imec/

２． 全体責任者
（学長）

※ 共同実施のプログラムの場合は、全ての構成大学の学長について記入し、申請を取りまとめる大学（連合大学院に
よるものの場合は基幹大学）の学長名に下線を引いてください。

 　  ふりがな （なかやま　としのり）

氏名（職名） 中山　俊憲（千葉大学長）

卓越大学院プログラム　プログラムの基本情報 [公表。ただし、項目1２、１３については非公表]

機関名 千葉大学 整理番号 1903

１．

プログラム名称 革新医療創生CHIBA卓越大学院

英語名称 Innovative Medicine CHIBA Doctoral WISE Program

５． 設定する領域

最も重視する領域
【必須】

②社会において多様な価値・システムを創造するような、文理融合領域、学際領域、新領域

関連する領域（１）
【任意】

③将来の産業構造の中核となり、経済発展に寄与するような新産業の創出に資する領域

関連する領域（２）
【任意】

①我が国が国際的な優位性と卓越性を示している研究分野

関連する領域（３）
【任意】

なし

４．
プログラム

コーディネーター

  　　ふりがな （さいとう　てついちろう）

氏名（職名） 斎藤　哲一郎（千葉大学医学研究院教授・副学長）

３． プログラム責任者
      ふりがな （なかや　はるあき）

氏名（職名） 中谷　晴昭（千葉大学・理事・副学長）

次に関連の深い区分
（小区分）【任意】

47050 環境および天然医薬資源学関連

７．
授与する博士学
位分野・名称

医学、薬学分野・博士（医学）または博士（薬学）

免疫学関連

次に関連の深い区分
（大区分）【任意】

H

次に関連の深い区分
（中区分）【任意】

47 薬学およびその関連分野

６． 主要区分

最も関連の深い区分
（大区分）

H

最も関連の深い区分
（中区分）

49 病理病態学、感染・免疫学およびその関連分野

最も関連の深い区分
（小区分）

49070

カリフォルニア大学サンディエゴ校、南カリフォルニア大学、シャリテ医科大学、トロント大学、国立研究開発
法人　理化学研究所、国立研究開発法人　産業技術総合研究所、国立研究開発法人　量子科学技術研究開発機
構、武田薬品工業株式会社、日本マイクロソフト株式会社、シスメックス株式会社、日本イーライリリー株式会
社、オリンパス株式会社、DNAチップ研究所、合同会社H.U.グループ中央研究所、ジーンフロンティア株式会社

（【1903】機関名：千葉大学　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：革新医療創生CHIBA卓越大学院）

連合大学院
共同教育課

程
15名

11． 連携先機関名（他の大学、民間企業等と連携した取組の場合の機関名）

８．
学生の所属する
専攻等名 千葉大学大学院医学薬学府 先端医学薬学専攻・医科学専攻・総合薬品科学専攻、大学院看

護学研究科 看護学専攻、大学院融合理工学府 数学情報科学専攻・地球環境科学専攻・先進
理化学専攻・創成工学専攻・基幹工学専攻、大学院園芸学研究科 環境園芸学専攻（主たる専攻等がある場

合は下線を引いてくださ
い。）

9． 連合大学院又は共同教育課程による実施の場合、その別
※ 該当する場合には○を記入

10. 本プログラムによる学位授与数（年度当たり）の目標
※補助期間最終年度の数字を記入してください。
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様式１

[公表]

プログラム担当者一覧
※「年齢」は公表しません。

（プログラム責任者）

2 斎藤　哲一郎 ｻｲﾄｳ ﾃﾂｲﾁﾛｳ
千葉大学大学院医学研究院・高次機能治療
学研究講座・教授・副学長 博士(理学）

１4．

現在の専門 役割分担
ｴﾌｫｰﾄ
(割合)

1 中谷　晴昭 ﾅｶﾔ ﾊﾙｱｷ 千葉大学・理事・副学長 博士(医学） 薬理学 プログラムの実施・統括   1

番号 氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 機関名・所属(研究科・専攻等)・職名 学位

（プログラムコーディネーター）

神経科学
プログラムの企画・運営担当、
コーディネーター、革新治療学
クラスター長、神経科学担当

2

UC San Diego 教育統括、革新治
療学クラスター

1.54 清野　宏 ｷﾖﾉ ﾋﾛｼ

千葉大学大学院医学研究院・高次機能治療
学研究講座・教授
Professor, Department of Medicine,
University of California, San Diego

D.D.S.,
Ph.D

Mucosal
Immunology

免疫学、呼吸器
内科学

学生選抜委員長、革新治療学
クラスター、免疫発生学 担当

1.5

医用画像工学
革新医療工学クラスター長、医
工画像解析担当

1

8

20 加藤　直也 ｶﾄｳ ﾅｵﾔ
千葉大学大学院医学研究院・消化器治療学
研究講座・教授 博士(医学） 消化器病学

7 羽石 秀昭 ﾊﾈｲｼ ﾋﾃﾞｱｷ
千葉大学フロンティア医工学センター・セ
ンター長・教授 博士(工学）

1

6 川上　英良 ｶﾜｶﾐ ｴｲﾘｮｳ
千葉大学大学院医学研究院・イノベーショ
ン治療学研究講座・教授 博士(医学）

予測・個別化医
療、システム医
学

革新医療Society5.0クラスター
長、自己点検副委員長、人工知
能医学担当

1

ﾓﾘﾍﾞ　ｸﾆｶｽﾞ
千葉大学大学院薬学研究院・創薬科学講
座・教授・研究院長・学部長 博士(薬学) 薬剤学・製剤学

革新医療創薬学クラスター長、
製剤工学担当5 森部　久二一

2

10 木村　元子 ｷﾑﾗ ﾓﾄｺ
千葉大学大学院医学研究院・未来医療グ
ローバル治療学研究講座・教授 博士(医学） 免疫学 1.5

革新医療サステイナブル健康科
学クラスター長、予防医学担当

1

9 中島　裕史 ﾅｶｼﾞﾏ ﾋﾛｼ
千葉大学大学院医学研究院・高次機能治療
学研究講座・教授・副研究院長 博士(医学）

アレルギー学、
臨床免疫学、内
科学

国際連携委員長、UC San Diego
連携教育主任、革新治療学クラ
スター、臨床免疫学担当

森　千里 ﾓﾘ ﾁｻﾄ
千葉大学大学院医学研究院・環境健康科学
講座・教授・予防医学センター長 博士(医学）

発生学、予防医
学

学生支援委員長、UC San Diego
連携教育主任、革新治療学クラ
スター、実験免疫学担当

糖尿病学 1

13 金田　篤志 ｶﾈﾀﾞ ｱﾂｼ
千葉大学大学院医学研究院・高次機能治療
学研究講座・教授 博士(医学） がんエピゲノム

11 三木　隆司 ﾐｷ ﾀｶｼ
千葉大学大学院医学研究院・高次機能治療
学研究講座・教授・医学研究院長 博士(医学）

12 平原　潔 ﾋﾗﾊﾗ ｷﾖｼ
千葉大学大学院医学研究院・高次機能治療
学研究講座・教授 博士(医学）

革新治療学クラスター、代謝生
理学担当

ﾖｺﾃ ｺｳﾀﾛｳ
千葉大学大学院医学研究院・高次機能治療
学研究講座・教授・附属病院長 博士(医学）

1

15 武居 昌宏 ﾀｹｲ ﾏｻﾋﾛ
千葉大学大学院工学研究院・基幹工学専
攻・教授・副学長 博士(工学） 流体工学

革新治療学クラスター、生物
流体工学担当

1

自己点検委員長、USC連携教育
主任、革新治療学クラス
ター、分子腫瘍学担当

1.5

14 川島 博人 ｶﾜｼﾏ ﾋﾛﾄ
千葉大学大学院薬学研究院・ゲノム創薬学
講座・教授 博士(薬学） 免疫学、生化学

学生支援副委員長、革新医療
創薬学クラスター、糖鎖免疫
学担当

1

18 眞鍋　一郎 ﾏﾅﾍﾞ　ｲﾁﾛｳ
千葉大学大学院医学研究院・イノベーショ
ン治療学研究講座・教授・副研究院長 博士(医学）

疾患生物学、循
環器内科学

カリキュラム副委員長、革新
治療学クラスター、長寿医学
担当

1

1.5

17 松宮　護郎 ﾏﾂﾐﾔ ｺﾞﾛｳ
千葉大学大学院医学研究院・呼吸・循環治
療学研究講座・教授 博士(医学） 心臓血管外科学

革新治療学クラスター、心臓
血管外科学担当

プログラムの企画・運営担当、
サブコーディネーター、カリ
キュラム委員長、トロント大学
連携教育主任、革新治療学クラ
スター、免疫細胞医学担当

3

内科学、老年医
学

革新治療学クラスター、内分
泌代謝・血液・老年内科学担
当

1

本橋　新一郎 ﾓﾄﾊｼ ｼﾝｲﾁﾛｳ
千葉大学大学院医学研究院・先端がん治療
学研究講座・教授・副研究院長 博士(医学）

腫瘍免疫学、呼
吸器外科学

16 横手　幸太郎

革新治療学クラスター、腎臓
内科学担当

1

22 辻 比呂志 ﾂｼﾞ ﾋﾛｼ
国立研究開発法人量子科学技術研究開発機
構・QST病院・国際治療研究センター長（千
葉大学大学院医学研究院・客員教授）

博士(医学） 放射線腫瘍学
放医研連携教育主任、革新治
療学クラスター

呼吸器内科学
革新医療サステイナブルル 健康
科学クラスター、呼吸器内科
学担当

1

21 淺沼　克彦 ｱｻﾇﾏ ｶﾂﾋｺ
千葉大学大学院医学研究院・消化器治療学
研究講座・教授・副研究院長 博士(医学） 腎臓内科学

19 鈴木　拓児 ｽｽﾞｷ ﾀｸｼﾞ
千葉大学大学院医学研究院・呼吸・循環治
療学研究講座・教授 博士(医学）

革新治療学クラスター、消化
器内科学担当

1

生命情報科学
広報委員長、革新医療創薬学
クラスター、生体内デリバ
リー薬剤学担当

224 田村　裕 ﾀﾑﾗ ﾕﾀｶ
千葉大学大学院医学研究院・高次機能治療
学研究講座・准教授 博士(医学）

1

23 伊藤　素行 ｲﾄｳ　ﾓﾄﾕｷ
千葉大学大学院薬学研究院・ゲノム創薬学
講座・教授 博士(医学） 分子細胞生物学 1.5

産学連携・キャリアパス委員
長、革新医療創薬学クラス
ター、生物発生創薬担当

（【1903】機関名：千葉大学　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：革新医療創生CHIBA卓越大学院）

2
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[公表]

革新治療学クラスター、粘膜
免疫治療担当、広報委員

0.542

25 伊藤　晃成 ｲﾄｳ ｺｳｾｲ
千葉大学大学院薬学研究院・分子薬物治療
学講座・教授 博士(薬学）

毒性学、薬物動
態学

役割分担
ｴﾌｫｰﾄ
(割合)

ｸﾗｼﾏ ﾖｳｽｹ 千葉大学国際高等研究基幹・准教授 博士(医学) 粘膜免疫学

１４．プログラム担当者一覧（続き）

学生選抜副委員長、革新医療創
薬学クラスター、薬物動態学担
当

1

26 笹川　千尋 ｻｻｶﾜ ﾁﾋﾛ
一般財団法人 日本生物科学研究所 理事
長・千葉大学 真菌医学研究センター長 博士(医学）

微生物学、免疫
学

革新医療創薬学クラスター、病
原微生物学担当

1

28 劉　浩 ﾘｭｳ ﾋﾛｼ
千葉大学大学院工学研究院・基幹工学専
攻・教授 博士(工学）

バイオメカニク
ス

革新治療学クラスター、生物工
学担当

1

27 石川　文彦 ｲｼｶﾜ ﾌﾐﾋｺ
国立研究開発法人　理化学研究所・生命医
科学研究センター・グループリーダー （千
葉大学大学院医学研究院・客員教授）

博士(医学） 血液学
理研連携教育担当、革新医療創
薬学クラスター

氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 機関名・所属(研究科・専攻等)・職名 学位 現在の専門

5

産学連携・キャリアパス副委員
長、革新医療工学クラスター、
プラズマ治療学担当

1

整形外科、脊椎
外科

産学連携・キャリアパス副委員
長、革新医療工学クラスター、
整形外科学担当

生体計測・モデ
リング、医用ロ
ボティクス

革新医療工学クラスター、医工
学担当

1

30 池原　譲 ｲｹﾊﾗ ﾕｽﾞﾙ
千葉大学大学院医学研究院・先端がん治療
学研究講座・教授 博士(医学） 腫瘍病理学

29 兪 文偉 ﾕ ﾌﾞﾝｲ
千葉大学フロンティア医工学センター・教
授

博士（工
学・医学）

プラズマエレク
トロニクス

産総研連携教育担当、革新医療
工学クラスター

1

34 村田　武士 ﾑﾗﾀ ﾀｹｼ
千葉大学大学院理学研究院・機能物質化学
講座・教授 博士(工学） 構造生物学

33 榊田　創 ｻｶｷﾀ ﾊｼﾞﾒ
産業技術総合研究所・電子光技術研究部
門・先進プラズマプロセスグループ・研究
グループ長

博士(工学）

2

32 山田　滋 ﾔﾏﾀﾞ ｼｹﾞﾙ
国立研究開発法人　量子科学技術研究開発
機構・QST病院長 博士(医学） 放射線腫瘍学

量子研連携教育担当、革新医療
工学クラスター

2

31 大鳥　精司   ｵｵﾄﾘ ｾｲｼﾞ
千葉大学大学院医学研究院・脳・神経治療
学研究講座・教授・副研究院長 博士(医学）

35 小原　收 ｵﾊﾗ ｵｻﾑ
公財かずさDNA研究所・ゲノム事業推進部・
副所長　（千葉大学未来医療教育研究機
構・特任教授）

博士(理学） 分子生物学
革新医療生物科学クラスター、
革新医療分子生物学担当

1

革新医療生物科学クラスター、
分子構造解析担当

1

40 石和田　稔彦 ｲｼﾜﾀﾞ ﾅﾙﾋｺ
千葉大学真菌医学研究センター
感染症制御分野・教授 博士(医学） 感染症学

革新医療Society 5.0クラス
ター、感染症学担当

1

41 後藤　義幸 ｺﾞﾄｳ ﾖｼﾕｷ

革新医療サステイナブル健康科
学クラスター、産婦看護教育担
当

1

38 後藤　英司 ｺﾞﾄｳ ｴｲｼﾞ
千葉大学大学院園芸学研究科・環境園芸学
専攻・教授 博士(農学) 植物環境工学

革新医療サステイナブル健康科
学クラスター、革新医療環境学
担当

老年看護学
革新医療サステイナブル健康科
学クラスター、高齢者看護教育
担当

1

37 森　恵美 ﾓﾘ ｴﾐ
千葉大学大学院看護学研究科・看護学専
攻・教授・副理事 博士(医学）

リプロダクティ
ブヘルス看護学

36 正木　治恵 ﾏｻｷ ﾊﾙｴ
千葉大学大学院看護学研究科・看護学専
攻・教授

博士（保健
学）

医療経済学、イ
ノベーション研
究

革新医療Society 5.0クラス
ター、医療経済学担当

1

44 古関　明彦 ｺｾｷ ﾊﾙﾋｺ
国立研究開発法人　理化学研究所・生命医
科学研究センター・副センター長 （千葉大
学大学院医学研究院・教授）

博士(医学） 免疫学

43 長根(齋藤)　裕美 ﾅｶﾞﾈ ｻｲﾄｳ ﾋﾛﾐ 千葉大学大学院社会科学研究院・教授
博士（経済
学）

1

39 米山　光俊 ﾖﾈﾔﾏ ﾐﾂﾄｼ
千葉大学真菌医学研究センター・感染免疫
分野・教授 博士(理学)

ウイルス学、免
疫学

国際連携副委員長、シャリテ医
科大学連携教育主任、革新医療
創薬学クラスター、ウイルス制
御学担当

1.5

千葉大学真菌医学研究センター
感染免疫分野・准教授 博士(医学） 腸内細菌学

革新医療創薬学クラスター、感
染免疫担当

1

倉島　洋介

2

理研連携教育主任、革新医療
Society 5.0クラスター

1

45 川瀬　貴之 ｶﾜｾ ﾀｶﾕｷ
千葉大学大学院社会科学研究院・グローバ
ル関係融合研究センター・准教授 博士(法学） 法哲学

革新医療Society 5.0クラス
ター、生命倫理担当

革新治療学クラスター／CITICO
教育　治療学主任

1

47 小見　和也

46 関　信男 ｾｷ ﾉﾌﾞｵ
シスメックス株式会社・技術戦略本部R&D戦
略部・特任研究員（千葉大学大学院医学研
究院・客員教授）

博士(理学)
免疫学、診断薬
開発

分子生物学、免
疫学

革新医療創薬学クラスター／
CITICO教育　創薬学担当

1

50 榎本　宏之 ｴﾉﾓﾄ ﾋﾛﾕｷ
日本イーライリリー(株)・研究開発本部バ
イオ医薬品本部・筋骨格疼痛領域医学部長
（千葉大学大学院医学研究院・客員教授）

博士(医学）
筋骨格疾患、慢
性疼痛、臨床医
薬品開発

49 河野　剛志 ｺｳﾉ ﾀｹｼ

ベーリンガーインゲルハイムジャパン
（株）・事業開発&ライセンシング部・マネ
ジャー（千葉大学大学院医学研究院・客員
教授）

博士(医学）

1

48 一川　隆史 ｲﾁｶﾜ　ﾀｶｼ

武田薬品工業株式会社リサーチ　ニューロ
サイエンス創薬ユニット・ドラッグディス
カバリーケミストリー研究所・所長（千葉
大学大学院医学研究院・客員教授）

博士(薬学）
メディシナルケ
ミストリー

革新医療創薬学クラスター／
CITICO教育　創薬学主任

1

ｵﾐ ｶｽﾞﾔ
合同会社H.U.グループ中央研究所・社長兼
所長（千葉大学大学院医学研究院・客員教
授）

博士(保健
学)

臨床検査・ヘル
スケア領域での
研究企画・管
理、技術経営

革新治療学クラスター／CITICO
教育　治療学担当

革新医療創薬学クラスター／
CITICO教育　創薬学担当

1

（【1903】機関名：千葉大学　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：革新医療創生CHIBA卓越大学院）
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様式１

[公表]

51 藤沼　賢 ﾌｼﾞﾇﾏ ｹﾝ
オリンパス株式会社・イノベーション推進
部・課長代理（千葉大学大学院医学研究
院・協力研究員）

修士（物理
工学）

医療機器の技術
開発

革新医療工学クラスター／
CITICO教育　医療工学主任

1

56 榊原　彰 ｻｶｷﾊﾞﾗ ｱｷﾗ

日本マイクロソフト株式会社・執行役員 最
高技術責任者(CTO)、兼、マイクロソフト 
ディベロップメント株式会社・代表取締役
社長（千葉大学大学院医学研究院・協力研
究員）

学士(経済)
ソフトウェア工

学

革新医療Society 5.0クラスター
／CITICO教育　　IoT連携教育主
任

1

52 的場　亮 ﾏﾄﾊﾞ ﾘｮｳ
株式会社DNAチップ研究所・代表取締役社長
（千葉大学大学院医学研究院・客員教授） 博士(理学) ゲノム生物学

革新医療工学クラスター／
CITICO教育　医療工学担当

1.5

１４．プログラム担当者一覧（続き）

革新医療生物科学クラスター／
CITICO教育　医療生物科学担当

1

55 小泉　信一 ｺｲｽﾞﾐ ｼﾝｲﾁ
Medicinal Creation Advisor 合同会社・代
表社員（千葉大学大学院医学研究院・客員
教授）

博士(理学)
創薬研究、創薬
ビジネス

革新医療サステイナブル健康科
学クラスター／CITICO教育　医
療サステイナブル健康科学主任

薬化学、有機化
学、知的財産

革新医療生物科学クラスター／
CITICO教育　医療生物科学主任

1

54 海老原　隆 ｴﾋﾞﾊﾗ ﾀｶｼ
ジーンフロンティア株式会社・取締役　最
高執行責任者  （千葉大学大学院医学研究
院・客員教授）

博士(工学） タンパク質工学

53 味戸　慶一 ｱｼﾞﾄ　ｹｲｲﾁ
一般財団法人 北里環境科学センター・常務
理事・所長 （千葉大学大学院医学研究院・
客員教授）

博士(工学）

57 David Brenner ﾃﾞｳﾞｨｯﾄﾞ　ﾌﾞﾚﾅｰ
Vice Chancellor for Health Sciences, 
School of Medicine, University of 
California, San Diego

M.D.
Gastroenterolo
gy

革新治療学クラスター／CITIP教
育　UC San Diego教育担当

1

役割分担
ｴﾌｫｰﾄ
(割合)氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 機関名・所属(研究科・専攻等)・職名 学位 現在の専門

1

革新医療サステイナブル健康科
学クラスター／CITIP教育　　UC 
San Diego教育担当

1

革新医療創薬学クラスター／
CITIP教育　Benaroya Research 
Institute実習主任

1

60 Omid Akbari ｵ-ﾐﾄﾞ ｱｸﾊﾞﾘ 1

61 Naoto Hirano ﾅｵﾄ ﾋﾗﾉ

Senior Scientist, Princess Margaret 
Cancer Centre/
Professor, Department of Immunology, 
University of Toronto （千葉大学大学院
医学研究院・客員教授）

M.D., Ph.D. Immunology
革新医療工学クラスター／CITIP
教育  トロント大学教育統括

1

Professor, Department of Molecular 
Microbiology & Immunology, University 
of Southern California, Keck School of 
Medicine　（千葉大学大学院医学研究院・
客員教授）

Ph.D Immunology
革新医療創薬学クラスター／
CITIP教育　USC教育統括

Immunology

革新医療生物科学クラスター／
CITIP教育　La　Jolla 
Institute for Immunology実習
主任

1

63 Peter Ernst ﾋﾟｰﾀｰ ｴﾙﾝｽﾄ

Professor, Department of Pathology
Head, Division of Comparative Pathology 
and Medicine, University of California, 
San Diego 
（千葉大学大学院医学研究院・特命教授）

D.V.M.,
Ph.D

Immunobiology

62 Mitchell Kronenberg ﾐｯﾁｪﾙ ｸﾛｰﾈﾝﾊﾞｰｸﾞ
President and Chief Scientific Officer, 
La Jolla Institute for Immunology
（千葉大学大学院医学研究院・客員教授）

Ph.D

Molecular 
Biology

革新治療学クラスター／CITIP教
育　UC San Diego教育担当

1

59 Steven F. Ziegler ｽﾃｨｰﾌﾞﾝ ｼﾞｰｸﾞﾗｰ
Director, Academic Affairs, Benaroya 
Research Institute
（千葉大学大学院医学研究院・客員教授）

Ph.D Immunobiology

58 Stephen Hedrick ｽﾃﾌｧﾝ　ﾍﾄﾞﾘｯｸ
Professor, Department of Biology, 
University of California, San Diego Ph.D.

1

65 Alfred Singer ｱﾙﾌﾚｯﾄﾞ ｼﾝｶﾞｰ
Chief, Experimental Immunology Branch, 
National Cancer Institute　
（千葉大学大学院医学研究院・客員教授）

M.D. Immunology
革新医療Society 5.0クラスター
／CITIP教育 NIH実習主任

1

64 Andreas Diefenbach ｱﾝﾄﾞﾚｱｽ ﾃﾞｨｰﾌｪﾝﾊﾞｯﾊ

Professor and Director/Chair, Charité - 
University Medical Centre Berlin（千葉
大学真菌医学研究センター・客員教授）

M.D. Immunology
革新医療サステイナブル健康科
学クラスター／CITIP教育　シャ
リテ医科大学教育統括

（【1903】機関名：千葉大学　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：革新医療創生CHIBA卓越大学院）
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平成３１年度（２０１９年度） 

卓越大学院プログラム 計画調書（中間評価後修正変更版）※採択時からの修正

[採択時公表] 

（１）プログラムの全体像【１ページ以内】 
（申請するプログラムの全体像を１ページ以内で記入してください。その際、平成３１年度「卓越大学院プログラム」
審査要項にある評価項目の「卓越性」、「構想の実現可能性」、「継続性及び発展性」、「実効性」が明確になるように記
入してください。） 

※ポンチ絵は不要です。

【社会的背景とプログラムの必要性】 

 人生 100年時代に向かい、がん免疫治療や人工知能（AI）等の新技術で未来の医療が大きく変化し

つつある中、幸福な日本社会が存立する上で、新たな「医学の知（独創的な知識や技術）」の創出者、

より安全で有効な革新的治療薬や治療法を開発するイノベーター、医療格差等の社会の歪みを正すリ

ーダー等を輩出し続けることは必要不可欠である。そのためには、チャレンジ精神とレジリエンス、

複数の専門を兼ね備えグローバルに活躍する卓越人材を育成できる新しい大学院教育システムの構

築が急務である。千葉大学は 100 年以上の医学教育の伝統を有し、20年前より医学と薬学が融合した

大学院組織改革を行うとともに、これまでに国内外の研究機関と連携し、多数の優れた人材を育成し

てきた実績がある。 

【卓越性】 

1.世界トップ研究機関とのグローバル連携による世界標準の博士学位：カリフォルニア大学サンディエゴ

校（UC San Diego）と協働で大学院教育プログラムを組織しダブルディグリーコースを設置。対等

の資金負担の下、クロスアポイント教員 4 名を雇用し、米国 NIH の長期大学院教育グラントに申請

中。さらに、トロント大学等の海外連携機関教員による博士論文の研究指導と学位審査。

2.日本初の医学領域 AI 研究センターによる産官学連携人材育成：平成 30年 4月に設置した治療学 AI研

究センターを中心に、臨床ビッグデータとデータサイエンスを基盤とした新しい大学院教育。

3.国や機関、部局の枠を越えた新しいクラスター制 CHIBA 教育システム：革新医療創生に向けて研究科の

枠を越えた教員で新たに組織された教育研究組織 6 クラスターを設置、プログラム学生は複数のク

ラスターで専攻・サブ専攻を修めることで、海外ダブルメジャー相当の博士を育成。

4.千葉大学独自のサステイナブル教育体制：海外 20機関グローバル教育体制 CITIP（Chiba Innovative

Therapeutics International Program）と 23企業等の産官学横断教育体制 CITICO（Chiba Innovative

Therapeutics Industry Consortium）、予防医学センターを中心とした産学共創プラットフォーム共

同研究推進プログラム(OPERA)コンソーシアム等を組織し、支援終了後も継続、発展が可能な体制。 

【構想の実現可能性】 

 千葉大学は、大学全体でグローバル教育を重点化し41カ国276大学との協定、UC San Diego等の海

外3キャンパスに教育研究施設を有する。平成20年度採択のグローバルCOEプログラム「免疫システム

統御治療学の国際教育研究拠点」（最も高い事後評価）や平成24年度採択の博士課程教育リーディン

グ（LGS）プログラム「免疫システム調節治療学推進リーダー養成プログラム」（事後評価A）で外国

人教員による研究指導や学位審査の体制を確立し、グローバルリーダー養成で優れた実績を有する。 

【継続性及び発展性】 

 UC San Diego との NIH大学院教育グラント協働事業や、産学連携による学外資源、本卓越大学院で

構築した「千葉国際治療学産学連携イニシアチブ」による「知と人材と企業資金を循環させる」新し

いシステムにより、本プログラムを発展・継続できる体制を持ち、ダブルディグリーコースを UC San 

Diegoに加え、南カリフォルニア大学（USC）等の他大学へ拡大する準備も進めている。 

【実効性】 

 UC San Diegoと包括的研究教育協定を結び、Center for Mucosal Immunology, Allergy and Vaccines

（cMAV）を千葉大学とUC San Diegoに設置し、クロスアポイント教員が両大学でグローバル人材養成

を開始している。大学独自の「先端研究リサーチフェロー」制度等による修了生のキャリア支援体制

もある。学長のリーダーシップ下、大学ビジョンのGRIBS(Global, Research, Innovation, Branding, 

Synergy)を牽引し、大学全体改革の推進役を果たす。さらに、UC San Diegoとの大学院教育コースや

クラスター制教育、新しい産官学連携は、他大学のシステム改革に波及することが期待される。

5
（【1903】機関名：千葉大学　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：革新医療創生CHIBA卓越大学院）
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様式２ 

（２）プログラムの内容【４ページ以内】 
（国内外の優秀な学生を、高度な「知のプロフェッショナル」、すなわち、俯瞰力及び独創力並びに高度な専門性を
備え、大学や研究機関、民間企業、公的機関等のそれぞれのセクターを牽引する卓越した博士人材へと育成するため、
国際的に通用する博士課程前期・後期一貫した質の保証された学位プログラムを構築・展開するカリキュラム及び修
了要件等の取組内容を記入してください。また、人材育成上の課題を明確にした上で、その課題解決に向け検証可能
かつ明確な目標を、プログラムの目的にふさわしい水準で設定し記入してください。） 

※プログラムの内容が分かるようにまとめたポンチ絵（１ページ以内）を別途添付してください。（文字数や行数を
考慮する必要はありません。）

１.社会的背景とプログラムの必要性

日本発の革新的ながん免疫治療や AI等の技術の急速な進展により、医療がパラダイムシフトを迎

える中、超高齢社会の我が国が、未来モデルとして世界の先頭に立ち新しい医療、サステイナブルな

健康社会を牽引するには、新たな「医学の知」を継続的に創出するとともに、その知を活かし、より

安全で有効な全く新しい治療薬や治療法へ導くイノベーションを創発し続けることが不可欠である。

さらに、より幸福な社会を日本全体で実現するには、医学の知を様々な分野で広く活用し社会実装す

ることが必須である。そのためには、大学院の教育体制を抜本的に改革し、世界を先導する革新医療

創生のイノベーターを輩出する必要がある。 

 千葉大学は、大学院の医学研究科と薬学研究科を統合させた医学薬学府を日本で初めて創設し、医

学と他分野融合の教育と研究を先駆けて実践している。また、がん治療の中山恒明博士や免疫学の多

田富雄博士らに代表される 100年以上の確固たる伝統に立脚し、世界トップ研究機関の理化学研究所

（理研）や産業技術総合研究所（産総研）、UC San Diego等の多くの機関と連携して多数の優れた修

了生を輩出している。医学と薬学、看護学、附属病院、災害治療学研究所、未来粘膜ワクチン研究開

発シナジー拠点、12 センターを有する高度に集約された医療系研究教育キャンパスに加え、平成 30

年に日本初の治療学 AI 研究センターを設立するとともに、予防医学センターを中心とした OPERA 等

の産官学連携も強力に推進している。 

２.本プログラムで養成する人材像

本プログラムは、理研や UC San Diego等の国内外の一流研究機関及び国内企業と連携し、新しい

大学院教育「クラスター制 CHIBA 教育システム」の下、様々な分野のトップの大学院生が、所属機関や

部局等の既成の枠を越えて組織された 6つの教育研究クラスターの複数クラスターで学修し、主体的

に自ら切磋琢磨することで、複数の分野で主専攻とサブ専攻を修め、俯瞰力と多角的な視点、柔軟な

思考、イノベーションマインド、失敗を恐れないスピリッツとレジリエンスを有する世界を先導する

革新医療創生のイノベーターを育成する。 

具体的には、下記の「知のプロフェッショナル」を輩出する。 

①新しい医療を創造するリーダー：基礎研究の成果から新規治療への一点突破型イノベーションを担う

「新たな医学の知の創出者」と「基礎臨床展開オーガナイザー」、「複数分野の研究成果を組み合わせ

る社会実装融合イノベーター」

②社会の歪みを正すリーダー：医療格差等の是正や医療費削減に向けて、AI等を駆使して様々な方向

からアプローチできる卓越人材

３.俯瞰力や独創力、高度な専門性を備えた卓越人材育成システム

カリキュラム・ポリシーは「新しい医療を創造する卓越した博士人材として自ら課題を設定し、学問分

野や産官学の枠を越えて協調・協働して研究を推進する実践的機会、新しい知見や価値の創造に主体

的に関与する機会、社会に貢献する能力を修得する教育課程を提供する」である。 

 本プログラムには、千葉大学の医学、薬学、看護学、理学、工学、社会科学等の 40名の教員に加

え、理研と産総研、量子科学技術研究開発機構（量研）等や 11企業の産官学連携機関の客員教員 17

名、UC San Diegoを含む 7海外連携機関の客員教員 9名の計 66名の教員が参画し、総合的かつきめ

細かな指導を実施する。 

1)国家や機関、部局の枠を越えたクラスター制 CHIBA 教育システムときめ細かな実践教育

 プログラム担当教員は、国内外や機関、所属の枠を越え、研究内容やサイエンスマップ等を踏まえ

6 つのクラスター、①革新治療学、②革新医療創薬学、③革新医療工学、④革新医療生物科学、⑤革新

医療 Society 5.0、⑥革新医療サステイナブル健康科学を組織し、研究室単位の蛸壺型教育を打破したク

ラスターシステムで学生を指導する。

各学生は、少なくとも 3つ以上のクラスターで革新医療創生（ローテーション）演習を受けることを必
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修とし、文理横断の様々な現場で少人数制教育の下、実践力や俯瞰力等を養う。さらに、3つの異な

るクラスターの教員 3名を指導教授とするトリプル指導教授制により、高度な専門性と多角的な視点、

柔軟な思考法等を養う。学生の成長度は、学生ポートフォリオ等を活用し、継続的に３名の指導教授

が把握し、きめ細かな指導を実践する。 

2)グローバルに独創力を育む千葉大学独自の研究力養成システム

 UC San Diego等の海外連携機関に加え、カリフォルニア工科大学やウプサラ大学等の海外 20機関

35名の客員教員で組織されるグローバル教育体制 CITIPにより、学生は、常時、英語を用いる環境

で外国人教員の研究指導を受け、グローバルレベルで独創力と専門性を養う。さらに、学位審査には

1名以上の海外連携機関や CITIP の外国人教員が審査員として加わり、全て英語で実施することによ

り、世界標準の学位とする。 

3)社会実装力を培う千葉大学独自の産官学横断教育

 23企業と 4政府機関の 34名の教員で組織される産官学横断教育体制 CITICOの下、企業の研究所

や WHO等の国際機関で必修の革新医療創生実習（インターンシップ研修）を受け、現場で社会実装力を養

う。また、学生主体で毎年実施の卓越大学院リトリートでは、学生がビジネスプランを発表し CITICO

教員の評価を受ける。さらに、千葉大学 OPERA 共創コンソーシアムの 6企業とともに、都市やコミュ

ニティレベルでの住空間、心身健康社会の構築に向けた社会実装展開力を培う。

4)学生の主体性を伸ばしイノベーションマインドを育むシステム

 各学生は、「卓越教養特論」や「卓越大学院セミナー」等のプログラム科目の企画、もしくは卓越

大学院リトリートや国際シンポジウム等の企画、海外実習先を独自に探して交渉・留学することを必

修とする。学生主役で取り組ませ、企画力や組織する力、実行力を育む。さらに、毎年、学生自身の

アイデアに基づき、クラスター間を横断した融合研究や新分野の開拓等に関して自主研究計画書とチ

ャレンジ報告書を提出させ、小さな成功よりも野心的な試みを高く評価して支援額を増減する研究支

援（0〜60万円/年）を実施し、イノベーションマインドとチャレンジ精神を鍛錬する。

４.授与する博士の学位の名称

博士（医学）又は博士（薬学）を主専攻とし「革新医療創生 CHIBA卓越大学院」を修了したことを

学位記に付記する。全学生は、主専攻に加え、工学、理学等の少なくとも１つのサブ専攻を修める、

もしくは、UC San Diegoで Ph.D.コースを修了しダブルディグリー取得者となることを求める。 

 ディプロマ・ポリシーは「医学と医療並びに関連分野において独創性に富む高度な研究・開発能力と

豊かな学識を持ち、俯瞰力や多角的な視点、指導的に協調・協働する力、高い倫理観を有し、新しい

医療を創造する卓越した博士人材として新たな医学の知の創出、社会実装に貢献できる」である。 

５.学位の修了要件

1)修業年限：修士課程入学者の本学位プログラムの修業年数は、修士課程 2年と博士課程 先端医学

薬学専攻 4年を一貫させた 6年とする。ただし、優れた業績を挙げた者については、5年以上在学す

れば足りるものとする。博士課程からの入学者は、4年とする。ただし、優れた業績を挙げた者につ

いては、3年以上在学すれば足りるものとする。

2)取得単位：修士課程の修了要件（34単位以上）と先端医学薬学専攻の修了要件（30単位以上）を

満たし、且つ下記の革新医療創生融合コースの必修科目 16単位を取得することを求める。その他、

修士課程では数理論理学等の 186 科目、博士課程では生命情報科学特論等の領域横断科目 46科目か

ら選択科目を選ぶことができる。医学部等の 6年制大学を卒業後に本プログラムに参加する学生の医

科学基盤科目の単位に関しては、学部で受講した科目と成績を勘案し柔軟に対応する。

 革新医療創生国際コースの学生は、上記に加え、UC San Diegoで実施する Immunology Programの

必修科目 28単位を含む講義 31単位以上（Human Disease等の 15科目から選択科目を選ぶことがで

きる）と博士論文研究 24単位の計 55 単位以上を取得することを求める。 

 ＜革新医療創生融合コース必修科目＞ 

共通基盤講義科目（1単位）：医学薬学研究序説・生命倫理学特論 

医科学基盤科目（8単位）：先端生命科学特論（2単位）、公衆衛生学特論（2単位） 

  臨床医科学特論（2単位）、先端治療学特論（2単位） 

領域横断科目（4単位）：卓越教養特論（2単位）、AI情報医学特論（1単位）、実践英語（1単位） 

革新医療創生演習（6クラスターの 28 教育ユニットのローテーション演習）（2単位） 

革新医療創生実習（国内外企業、WHO 等でのインターンシップ研修）（1単位） 
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様式２ 

＜革新医療創生国際コース必修科目＞ 

Introduction to Biological Sciences（2単位）、Molecules to Organisms（6単位） 

Immunology（4単位）、Pathogens and Host Defense（3単位）、BioinformaticsⅠ（4単位） 

BioinformaticsⅡ（4単位）、Biostatistics（4単位）、Ethics in Scientific Research（1単位） 

3)革新医療創生融合コースと国際コースの修了：革新医療創生融合コースの学生は、主専攻のクラスタ

ーでの研究成果に加え、別のクラスター（サブ専攻）で少なくとも１件の論文発表等の研究成果発表

を行うことを求める。国際コースの学生は、千葉大学の博士（医学）又は博士（薬学）に加え、UC San 

Diegoの Immunology Programで Ph.D.を取得することを求める。 

4)国際学会での研究発表：研究内容を国際学会等において、2回以上英語で発表すること

5)国際標準の学位審査：博士学位論文は英文で作成し、少なくとも１名の外国人教員を含む 3名以上

の教授（指導教授を除く）からなる学位審査委員会において、審査を受けて最終試験に合格すること

を求める。学位審査委員は、「革新医療創生 CHIBA卓越大学院運営会議」が選定し、論文の審査（公

開）を含む全審査プロセスを英語で実施し、世界標準の学位制度とする。審査では、研究の独創性、

研究の成果と意義を英語で的確に説明できる能力に加え、発展性を含めて英語で議論する力も評価す

る。最終試験に合格した学生は、本運営会議によりプログラムの修了を認定される。その上で、医学

薬学府運営委員会の審議を経て、博士（医学）もしくは博士（薬学）の学位が授与される。学位審査

委員会の外国人教員は、UC San Diego等の海外連携機関や CITIPの客員教員が担当する。

６.質を保証する３段階のグローバル産官学進級試験（QE）

世界標準の学位審査に加え、トリプル指導教授制で学生の成長を多面的で継続的に把握し指導する

とともに、３段階の進級試験（QE: Qualifying Examination）で質を保証する。進級試験は、学生選抜委員

会が実施し、各進級試験で以下の要件を満たした学生は進級を許可される。イノベーション力やリー

ダー力等の評価には産官学連携機関と CITICOの教員、研究と英語プレゼン力の評価には海外連携機

関と CITIPの教員が参加し、グローバル産官学レベルで実施する。 

1)第１段階進級試験：QE1（修士課程 2 年次の第 3 タームに実施）：①十分な医学基礎力（医科学基盤科

目の全 5科目で「優」以上の成績）、②イノベーション基礎力（新しい研究もしくは起業を提案でき

る）、③基礎英語力（TOEIC 700点相当以上の英語力）

2)第 2 段階進級試験：QE2（博士課程 2 年修了時に実施）：①イノベーション展開力（抜群の新しい研究

もしくは社会実装案を提案できる）、②優れたプレゼン力（自身の研究や起業の案を明確に説明でき

る）、③リーダー力（学生主体での講義やシンポジウムの企画と運営、卓越大学院リトリートの実施

や学生グループでビジネスプランをまとめ上げることができる）、④優れた英語力（TOEIC 750点相

当以上の英語力）

3)第 3 段階進級試験：QE3（博士課程修了前に実施）：①イノベーション発展力（特許出願や企業等との

共同研究へ繋げることができる）、②卓越した英語プレゼン力（自身の研究や起業の案を英語で明確

に説明できる）、③卓越した英語力（TOEIC 850点相当以上の英語力）

７.特に優秀な学生の選抜システムと学修支援体制

アドミッション・ポリシーは「基礎知識に裏付けられた広い視野と柔軟な思考力、革新医療創生に積極

的に取り組む意欲を持つ学生の入学を求める」である。 

1)修士課程（博士課程前期）へ入学する 871 名/年(定員)の中から特に優秀な学生 10 名/年を選抜：修士

課程（博士課程前期）専攻の医科学（27 名）、総合薬品科学（50名）、看護学（25名）、数学情報科

学（74名）、地球環境科学（81 名）、先進理化学（222名）、創成工学（117名）、基幹工学（150名）、

環境園芸学（125 名）の入学予定者（定員の計 871名/年）の中から、医療創生に興味を持ち特に優

秀な学生 10名を選抜する。各専攻の入学試験で実施される筆記試験の成績に加え、①医療創生に関

する小論文、②グループ討論、③面接試験を総合評価し選抜する。

2)一貫課程 3 年次（博士課程 1 年次）の編入生として先端医学薬学専攻の入学者から 5 名を選抜：医学薬

学府の 4年博士課程 先端医学薬学専攻の入学予定者（定員 148名/年）の中から、本専攻の入学試験

で実施される英語と専門科目の筆記試験の成績に加え、①基礎英語力（TOEIC 700 点相当以上）、②

十分な医学基礎力（医科学基盤科目の全 5科目に対応する科目で「優」相当以上の成績）、③リーダ

ーの素養を筆記試験とグループ討論、面接試験で総合評価し選抜する。
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3)海外の優秀な学生のリクルート：千葉大学独自の海外留学生選抜・支援システム「先端医学薬学国際プ

ログラム」（毎年、募集）と海外連携機関を通して、海外の優秀な学生を募集する。これまでにハーバ

ード大学やタフツ大学等の一流大学卒の外国人学生が大学院医学薬学府に入学している実績がある。

4)学修研究に専念し高め合う支援体制：本プログラムの学生は、経済的支援として奨励金（修士課程は

15万円/月、博士課程は 20 万円/月）もしくはリサーチアシスタント（RA）を受け、学修に専念できる

環境にする。RA額はエフォート等を基に運営会議が決める。 

 また、学生は毎年、自身のアイデアに基づく自主研究計画書とチャレンジ報告書を提出し、学生支援

委員会の精査の上、研究支援（0〜60 万円/年）を受け、独創的研究を展開する。その上で、専用の特

別研修室（大学が独自に準備）が与えられ、UC San Diego 等からの留学生とともに、日頃から英語で

議論するグローバル環境で切磋琢磨される。 

 さらに、卓越した取組や成果をあげた学生を対象に、進級時には 2名の優秀学生賞（研究奨励金 10

万円）、卒業時には 1名の最優秀学生賞（研究奨励金 20万円）と 2名の優秀学生賞（研究奨励金 10万

円）を大学独自の基金（千葉大学 SEEDS 基金）から授与し学生の自主的活動を奨励する。受賞者は、

学生支援委員会と運営会議が決定する。 

5)海外研修・留学、キャリア支援の体制強化：人材育成支援室を設けて、学生の海外インターンシップや

UC San Diego等への留学支援のために、専任スタッフが学生の要望等に対応できる体制を整備すると

ともに、留学に必要な学修費用支援を行う。さらに、プログラム修了生が、千葉大学独自の若手研究者

支援制度「先端研究リサーチフェロー」（毎年、募集）や未来医療教育研究センターの若手教員用ポジ

ションを利用し、キャリアアップできる体制は既に整備済みである。

８.人材育成上の課題と検証可能な解決策

1)自信を持ってグローバルに活躍できる人材の養成：国際社会をリードする卓越した博士人材を養成すべ

く、CITIP の一流海外機関の教員の指導の下、プログラム学生が日常的に切磋琢磨する環境は既に構築

済みである。千葉大学はグローバル人材養成を最重点項目に掲げて、既に UC San Diegoやシャリテ医

科大学等の世界 17か所に海外教育拠点を設置しており、令和 2年度から全入学生に海外留学を必修化

することにしている。さらに、本プログラムでは独自の３段階グローバル産官学 QEと学生の主体性を

活かした様々な取組により、実力に裏付けられた自信を有し、世界で日本のプレゼンス向上に大きく寄

与できる人材を養成する。

 平成 24年度採択のグローバル人材養成の LGSプログラムでは、毎年 10人の入学枠へ 10倍超の志願

者があり、3割以上の修了生が修了直後に海外で職を得た実績を踏まえ、本卓越大学院では博士課程か

らの入学者を年に 5名に設定する。修士課程からの入学者数は、上記の千葉大学のグローバル人材養成

の最重点化によりグローバル人材を目指す修士課程進学希望者が増加すると考えられ、修士課程入学定

員の計 836名/年から年に 10名を選抜することとした。また、卓越大学院学生の全員が在学中に自身の

企画での海外実習参加や国際学会発表のために海外渡航を実施するとともに、学生の過半数が修了後に

海外機関で勤務することを目標とする。 

2)分野の枠を越えて様々なセクターで新しい医学の知、新しい価値を創造できる人材の育成：研究分野の枠

を越えて独創的な研究を展開できる人材を養成すべく、既成の枠を取り除いたクラスター制 CHIBA 教育

体制を実施する。さらに、トリプル指導教授制の下、主専攻とサブ専攻の少なくとも 2つの分野を修め

融合研究の展開や新規分野の開拓を先導し、新しい知を創造できる能力を培う。同時に産官学横断教員

体制 CITICOの下、様々なセクターを牽引できる人材を育成する。

 平成 24年度採択 LGSプログラムでの学生の優れた研究成果を踏まえ、本卓越大学院の学生の全員が

2つ以上の分野で国際学会発表、学生の多くが優れた論文（Top10％相当以上）発表、学生の 2割以上

が特許出願することを目標とする。 

3)社会人のキャリアアップ教育：優れた社会人研究者の受入れとキャリアアップを支援すべく、本プログ

ラムでは「千葉国際治療学産学連携イニシアチブ」を組織している。具体的には、企業の研究所に連携

講座を設置し、勤務地で博士論文研究を実施するとともに、トリプル指導教授、CITIP と CITICOのグ

ローバルに産官学を横断した多数の教員から指導を受けることができる。また、インターネットを利用

した eラーニング科目を 14科目（31 単位分）開講している。

 大学院医学薬学府だけで毎年 60名を超える社会人の大学院入学生がいる実績を踏まえ、本卓越大学

院の入学生の 2割以上は社会人であることを目標とする。 

9
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様式２

(【1903】機関名：千葉大学　プログラム名称：革新医療創生CHIBA卓越大学院　)

◎プログラムとして設定する検証可能かつ明確な目標【１ページ以内】

項　目 内　容 実　績 備　考
海外で実施する実習
や演習、国際学会発
表のために渡航する
学生数

令和2年度 3名
令和3年度 5名
令和4年度 10名
令和5度以降 15名／年

令和2年度 4名
令和3年度 5名
令和4年度 28名

D1学生の過半数が参加、D2までに
全学生が参加することを想定。

国際学会での発表回
数

令和4年度 15回
令和5年度 30回
令和6年度 40回
令和7年度以降 50回／年

令和2年度 6回
令和3年度 10回
令和4年度 21回

M1入学の全学生がD1以降、D1入学
の全学生がD3以降、毎年、１回発
表することを想定。

修了後に海外に出る
博士取得者数

令和6年度 3名
令和7年度 3名
令和8年度以降 8名／年

修了者の過半数が海外に活躍の場
を求めることを想定。

英文国際誌での発表
回数

令和4年度 8回
令和5年度 23回
令和6年度 33回
令和7年度以降 43回／年

令和2年度 26回
令和3年度 30回
令和4年度 41回

毎年、M1入学の学生の半数がD1で
発表、D2以降は、全学生が１回発
表する。D1入学の学生の過半数が
D3で発表、修了までに全学生が１
回発表することを想定。

Top 10％相当論文の
発表回数

令和4年度 1回
令和5年度 2回
令和6年度 3回
令和7年度以降 5回／年

令和4年度 1回 毎年、D3とD4の学生の15％ずつが
１回以上発表することを想定。

特許の出願数 令和5年度 1回
令和6年度 1回
令和7年度以降 3回／年

修了までに全学生の20％が１件
以上出願することを想定。

プログラムに参加す
る社会人大学院生の
総数

令和2年度 3名
令和3年度 6名
令和4年度 9名
令和5年度12名
令和6年度14名
令和7年度以降 16名／年

令和2年度 6名
令和3年度 12名
令和4年度 16名

毎年、プログラム入学者の20％が
社会人であることを想定。

プログラムを修了す
る社会人大学院生数

令和6〜7年度 1名／年
令和8年度以降 3名／年

令和4年度 1名 M1入学の社会人は6年、D1入学の
社会人は4年で博士課程を修了す
ることを想定。

※適宜行を追加・削除してください。
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◎本プログラムの学生受入に関する事項【１ページ以内】

本プログラムの学生受入開始（予定）年月日

本プログラムの学生受入予定人数

10 （ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ） （ 0 ）

10（ 0 ） 10（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ） （ 0 ）

10（ 0 ） 10（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ） （ 0 ）

10（ 0 ） 10（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ） （ 0 ）

10（ 0 ） 10（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ） （ 0 ）

10（ 0 ） 10（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ） （ 0 ）

10（ 0 ） 10（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ） （ 0 ）

5（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ） 5（ 0 ）

5（ 0 ） 5（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ） 10（ 0 ）

15（ 0 ） 5（ 0 ） 5（ 0 ） 0（ 0 ） 25（ 0 ）

15（ 0 ） 15（ 0 ） 5（ 0 ） 5（ 0 ） 40（ 0 ）

15（ 0 ） 15（ 0 ） 15（ 0 ） 5（ 0 ） 50（ 0 ）

15（ 0 ） 15（ 0 ） 15（ 0 ） 15（ 0 ） 60（ 0 ）

本プログラムによる学位授与数（年当たり）の目標③

令和５年度〜令和６年度 5名(年当たり)
令和７年度以降 15名(年当たり)

R4
(2022) 45

R5
(2023) 60

R6
(2024) 70

R2
(2020) 15

R3
(2021) 30

R7
(2025) 80

R6
(2024) 20

R7
(2025) 20

博士課程（4年
制）1年

博士課程（4年
制）２年

博士課程（4年
制）3年

博士課程（4年
制）4年

計 合計

R8
(2026) 20

R4
(2022) 20

R5
(2023) 20

R3
(2021) 20

R2
(2020)

①

令和2年（2020年）4月1日受入れ開始

②

各年度における本学位プログラムの在籍予定学生数を該当する表に記入してください。括弧内はそのうち課程の途中から
編入を受け入れる予定数を記入してください（編入を受け入れる予定数は、年度ごとに記入してください。編入を行う予
定の年度の翌年度以降は、当該編入予定数は在籍予定学生数に含めてください。）。
※「プログラムの基本情報」（様式１）の「７．授与する博士学位分野・名称」に記載の学位を授与する予定の学生数を
記入してください。

※計及び合計欄は自動的に入力されます。

博士前期課程
1年

博士前期課程
2年

博士後期課程
1年

博士後期課程
2年

博士後期課程
3年

計

10
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博士課程
融合イノベーション
　　展開力育成

修士課程
医科学基礎力育成

D4

D3

D2

D1

M2

M1

 産
官
学
横
断
教
育
体
制

  　

                 

C
IT

IC
O

     23社
 ３
政
府
機
関

O
P

E
R

A

共
創
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

6社

T
IP

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
体
制

C
I 2
0海
外
機
関

革新医療創生 CHIBA卓越大学院

世界を先導する革新医療創生イノベーター

（医学）
（理・工など）

博士

医療工学
     医療
Society 5.0医療生物

　科学 医療創薬学治療学
サステイナブル
　 健康科学

サブ専攻
（薬学）博士

新たな医学の知の創出 革新的治療の開発・展開 サステイナブル健康社会

ダブルディグリー
Ph.D. (UC San Diego)

UC San Diego

QE1

QE2

QE3

12名 3名
（医学）,博士 （薬学）博士

共通基盤講義科目
領域横断科目
個別領域科目

先端生命科学
必修科目：4

公衆衛生学
臨床医科学
先端治療学

選択科目：186
数理論理学
分子生命情報科学

医用画像工学   等
人間 - 生活環境論

4年制大学卒

革新医療創生
  国際コース

海外連携機関

革新医療創生
  融合コース

産官学連携機関
理研
産総研
放医研

武田薬品

シスメックス　等
日本Microsoft

UC San Diego
南カリフォルニア大学

トロント大学
シャリテ医科大学

理・工・農・看護・人社など

10名

6年制大学卒
医・歯・獣医・薬など

修士課程卒

(D1からスタート )

(M1からスタート )

5名

博士論文研究

2クラスターで研究成果発表

国際標準の学位審査
（公開・英語・外国人審査員）

領域横断科目
卓越教養特論
AI情報医学特論

革新医療創生実習
創薬開発（国内外企業）
国際機関（WHO 等）

革新医療創生演習

生命化学U 臨床実践U

Graduate

,

Immunology

ローテーション

Course

Program
55単位28U

粘膜免疫治療U

創生薬学U

30単位

34単位

AI先端治療学U

9専攻

先端医学薬学
　　専攻

トリプル指導教授
学生主役の企画
・卓越大学院セミナー
・リトリート
・国際シンポジウム
・海外実習
・自主研究

CHIBA

医科学，看護学
総合薬品科学
数学情報科学
地球環境科学
先進理化学
創成工学，基幹工学
環境園芸学

クラスター制

教育システム
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（３）大学院全体のシステム改革【２ページ以内】 
（申請大学全体として大学院全体のシステムをどのように改革するのかについて、本事業による取組はどのような位置
づけで、どのような役割を果たすのか、取組のどの様な要素を大学院全体に波及させるのかという観点から、具体的に
記入してください。 
本事業において既に採択されたプログラムがある場合は、既採択プログラムの構想の中で示した大学院システム改革の
取組状況を記入するとともに、大学院システム改革と本事業による取組の関係を明確にしてください。） 

※ポンチ絵は不要です。

 学長のリーダーシップの下、千葉大学ビジョン Global（国際社会で活躍できる次世代型人材の養成）、

Research（研究三峰の推進）、Innovation（次世代を担うイノベーションの創出）、Branding（千葉大学

ブランディングの強化）、Synergy（教職員による協働体制の強化）を策定し、「つねに、より高きもの

を目指して」の基本理念とともに、機能強化の方向性における国立大学分類において重点支援③の「海

外大学と伍して、全学的に世界で卓越した教育研究、社会実装を推進する取組を中核とする国立大学」

として、様々な大学改革を進めている。本卓越大学院は、グローバルリーダー育成、変化する社会のニー

ズに迅速に対応できる教育、サステイナブルな教育を柱に優れた大学院教育を 20 年後も発展・継続させるた

めに、「アジアユーラシア・グローバルリーダー養成のための臨床人文学教育プログラム」とともに、大学院全

体の改革の牽引役を果たす。 

１.グローバル人材育成の大学全体のシステム改革

本卓越大学院では、進級試験 QE や博士論文研究の指導、学位審査に海外連携機関やグローバル教育

体制 CITIP の教員が参画し、世界標準で学位の質を保証する。QE や厳密な学位審査のシステムは、平

成 24 年度採択の LGS プログラムで導入後、理学や工学等の他大学院へ波及し実績を収めている。さら

に、卓越大学院で改良された３段階 QE やトリプル指導教員、CITIP 体制を文系も含め千葉大学の全大

学院へ拡大する体制の整備も進めている。 

 特に、学長の主導によりグローバル人材の育成のために、平成 28 年に国際未来教育基幹を創設し、

千葉大学グローバル人材育成 ENGINE（Enhanced Network for Global Innovative Education）を準備

している。大学院においても令和 2年度から入学する全学生の海外留学を必修化している。 

 千葉大学は、平成 24 年採択のグローバル人材育成支援(全学推進型)と平成 26年採択のスーパーグロ

ーバル大学創成支援事業（グローバル化牽引型）（いずれも中間評価 A）を活かし、海外 276 大学と協

定を結び、UC San Diegoとシャリテ医科大学（ベルリン）、マヒドン大学（バンコク）等に本学学生用

の教育研究施設を整備した。また、ベルリンと北京、上海、ホーチミンにオフィス、シンシナティ大学

（米国）や上海交通大学、浙江大学（中国）等の 9大学に国際交流センターを有する。海外留学した学

生数は、一部の年を除き継続的に国立大学で 1位を記録している。上海交通大学（工学）やマヒドン大

学（理学）等とダブルディグリープログラムを組織し、これまでに 7名の博士修了生を輩出している。

これらのグローバル教育の強みが本卓越大学院の教育システムを支えており、世界トップの研究者や大

学院生と日本の学生が切磋琢磨し能力を高め合う人材育成基盤となっている。さらに、国の枠を越えた

クラスター教育体制や UC San Diego 等の世界トップ大学とのダブルディグリーコースは、大学院グロ

ーバル教育のモデルとして、他大学へ波及することが期待される。

２.国や機関、部局の枠を越えた大学院教育体制の改革

大学院の医学研究科と薬学研究科を融合させた日本初の大学院医学薬学府の成功を踏まえ、平成 29

年度には理学研究科と工学研究科、融合科学研究科を統合し大学院融合理工学府の設置、人文社会科学

研究科を改組し大学院人文公共学府を設置して研究分野を横断した組織改革を行った。さらに、教員組

織として研究院を設置して「教教分離」（教育組織と教員組織の分離）を実施し、急速な研究の進展や

社会のニーズ変化に柔軟で迅速に対応できる教員組織体制を構築してきた。 

 また、学長のガバナンスの下、次世代医療人育成主体的改革の司令塔として医学と薬学、看護学、附

属病院等を統括する「未来医療教育研究機構」、次世代理工系人材育成の司令塔として理学や工学、園

芸学等を統括する「自然科学系教育研究機構」、文系融合型研究・教育改革の司令塔として法政経学や

文学、教育学等を統括する「人文社会科学系教育研究機構」を設置し、世界最高水準の教育研究拠点の

形成を目指している。さらに、千葉大学独自のシステムとして、学長のリーダーシップにより平成 28

年に設置されたグローバルプロミネント研究基幹は、国際的に卓越した研究の強化や次世代リーダーの

育成、他分野間の融合研究を推進している。 
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様式２ 

これらの大学全体での取組に加え、本卓越大学院のクラスター教育システムは、国や産官学の枠を越

え、従前の融合研究のレベルを超越した新しい体制である。特に、医師や薬剤師等の専門職養成のため

に教育体制の縛りを有する医学と薬学が中軸となり困難を乗り越え大学院教育体制の変革を推進する

ことは、他分野を含めて大学院教育全体の改革の一層の加速化につながる。 

３.産官学連携の新しいサステイナブル大学院教育体制の確立

産官学横断教育体制 CITICO は、本プログラム担当者の森千里が組織する千葉大学 OPERA「ゼロ次予

防戦略に基づく Well Active Community (WACo)のデザインと構築技術の創出」の共創コンソーシアム

の 6企業とともに、産官学の様々なセクターを牽引する卓越人材育成の中核である。 

 また、日本初の治療学 AI 研究センターを中心に、ビッグデータとデータサイエンスを基盤として日

本マイクロソフト等の IT企業と連携し、Azureクラウドや Kinectセンサー等を用い医学や薬学と工学

を結びつけた新しい産業の創出を目指している。 

 さらに、本卓越大学院では、「千葉国際治療学産学連携イニシアチブ」を組織し、日本企業の優秀な

社員の博士号取得を支援するとともに、企業からの継続的な共同教育資金により大学院教育を発展・継

続する新しい「知と人材と企業資金を循環させる」システムを構築し、プログラムを発展・継続できる

体制にしている。これらの新しいシステムは、千葉大学全体の大学院教育体制の発展のみならず、他大

学の大学院改革を牽引すると期待される。 

図１.学長のリーダーシップによる大学院全体のシステム改革 
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（４）プログラムの特色、卓越性【２ページ以内】 
（「最も重視する領域」を中心に、申請するプログラムが国際的な観点から見て有している特色、卓越性に関して記入
してください。） 

※ポンチ絵は不要です。

１.プログラムの特色

1)国内外の機関と国内企業が連携し革新医療創生に特化したグローバル大学院教育：医学研究で世界トッ

プクラスの UC San Diego等の海外機関、日本を代表する理研等と国内企業を連携させ、プログラム学

生を一流の研究者や大学院生とともに切磋琢磨し合うグローバル環境で鍛え上げ、世界を牽引する卓越

人材を育成する点が特長の１つである。特に、グローバル教育を重点化している千葉大学が有する海外

協定校の 276大学、UC San Diego等のキャンパスにある千葉大学の教育研究施設を活用し、海外連携

機関や CITIP の教授が研究指導や進級試験、学位審査に参画し、世界標準の博士号を担保する。 

2)学生の主体性をグローバルリーダー養成につなげる教育、支援体制：平成 24年度採択の LGSプログラム

では、「高い教養を涵養する特論」科目でのノーベル賞受賞者を始め各界リーダーの招聘や、学生のビ

ジネスプランを企業トップに示す Winter Camp、国際シンポジウム等の企画・実施をプログラム学生が

担当し成功した実績を踏まえ、本卓越大学院では、学生主役で「卓越教養特論」や「卓越大学院セミナ

ー」等の企画、海外実習先との交渉・留学を必修としている。これらの取組により、企画力や組織する

力等のリーダー力を培う。また、イノベーションマインドとチャレンジ精神を鍛えるために、CITICO

や WACo共創コンソーシアムの企業の支援の下、学生の自主研究やキャリアパス支援を継続できる制度

を有する。さらに、学位取得後のキャリアアップに際し、千葉大学独自の若手研究者支援制度「先端研

究リサーチフェロー」や未来医療教育研究センターの若手教員用ポジションを整備済みであり、学生が

安心してチャレンジできる体制を構築している。

3)大学院改革を先導する学長主導の未来医療教育研究機構と新規人材養成の卓越大学院：千葉大学には、

医療系大学院（医学、薬学、看護学）と附属病院、日本で唯一の真菌医学の共同利用・共同研究拠点で

ある真菌医学研究センターを始め医療関連の 12研究センター、産学連携起業家育成のインキュベーシ

ョン施設がある。学長のリーダーシップの下、部局横断的な共同研究・教育連携の統括拠点として平成

26年に設置された「未来医療教育研究機構」は本卓越大学院の中核であるとともに、大学院全体の改

革を牽引し、理学や工学、園芸学等を統括する「自然科学系教育研究機構」、法政経学や文学、教育学

等を統括する「人文社会科学系教育研究機構」につながり、部局の壁を越えた大学全体での大学院改革

に結実している。

本卓越大学院では、医学と薬学のみならず、理学や工学等の千葉大学の多くの修士課程の学生が、分

野横断単位取得制度を利用してプログラムに参加し、先端医学の知を学修した上で、自身の専門に活か

し様々なセクターで活躍できる能力を涵養する。大学の学部卒業生を医療従事者のみに育てる米国の大

学院 Medical School とは異なる方策であり、医学の知を基盤として社会の歪みを調整できる新しい人

材の育成に繋がる。 

4)多数の優れた医学と医療の研究者や指導者を輩出してきた伝統と教育体制：千葉大学は 100年以上にわ

たる医学・医療分野における確固たる実績を有し、がん治療の中山恒明博士や白壁彦夫博士、免疫学の

多田富雄博士や谷口克博士らを輩出し基礎と臨床研究で世界に大きく貢献してきた。その伝統を活か

し、本卓越大学院の軸となる医学薬学府が主体となり平成 20年度採択のグローバル COEプログラム「免

疫システム統御治療学の国際教育研究拠点」は総括評価で最も高い「設置された目的は十分達成された」

の評価を受け、平成 24年度採択の LGS プログラムは事後評価で A評価を得ている。

LGSプログラム学生の森本侑樹は、実行委員長として第 4回全国博士課程リーディングプログラム学

生会議を筑波大学と共同開催するなどリーダーシップを発揮し、曽根原弘樹は、ベンチャーを起業しア

ジアの起業家が集結する Asia Entrepreneurship 2017 で日本人唯一の受賞者となる活躍をしている。

本学の尾畑佑樹（平成 26年）と平山竜士（平成 27年）は日本学術振興会の育志賞を受賞している。 

コーディネーターの中山は、免疫記憶成立の分子機構や病原性 T細胞分画の発見等で免疫学を牽引

し、粘膜免疫学の世界的リーダーの清野（UC San Diego教育統括）、「ファイトケミカルゲノミクス」

分野を確立し紫綬褒章受賞の齊藤（革新医療生物科学クラスター長）、文部科学大臣表彰の羽石（革新

医療工学クラスター長）ら各学問領域を牽引する多様な教員が本卓越大学院に参画している。

15
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様式２ 

２.プログラムの卓越性

1)世界トップ研究機関とのグローバル連携による世界標準の博士学位：UC San Diegoと協働で大学院教育

Immunology Program（米国 NIHの長期大学院教育グラントに申請中）を組織し、ダブルディグリーコー

スを令和 2年度に開始する。対等の資金負担の下、クロスアポイント教員 4名を雇用し、既に LGSプロ

グラム学生の実習を実施している。UC San Diegoは巨大なノトバイオートマウス施設での免疫研究や、

Inflammatory Bowel Disease Center での大規模臨床研究や臨床治験は世界トップレベルであり、粘膜

免疫・アレルギー分野の開発研究の世界的メッカのサンディエゴ地区の中心として産学連携も活発であ

る。平成 28年 4月に UC San Diegoと包括的研究教育協定を結び、研究拠点 cMAVを両大学のキャンパ

スに設置し、UC San Diego では千葉大学の 4研究室（将来的に７研究室へ拡充）が稼働している。プ

ログラム担当者の中山は UC San Diegoの Adjunct Professorを兼任し、清野と Ernstは UC San Diego

と千葉大学とのクロスアポントメント制度で雇用されており、本卓越大学院の国際（ダブルディグリー）

コースの推進を担当する。

グローバル教育体制 CITIP は、カリフォルニア工科大学やウプサラ大学等の 20海外研究機関 35名

の客員教員で組織され、大学院生の研究指導や進級審査、学位審査に参画する。世界標準の博士学位審

査体制は、LGSプログラムの全学生で実施し優れた実績を挙げている。 

 プログラムの担当者 7 名（中山、斎藤、中島、金田、横手、眞鍋、池原）は、がん臨床研究に定評

のある USC医学部の Visiting Professorに就任し、USCと大学院教育連携の具体的な計画策定に着手

している。また、欧州最大の大学病院を有するシャリテ医科大学に有する千葉大学の教育施設（主に

米山と Diefenbach らが担当）や、AI 研究が盛んでカナダトップのトロント大学（主に本橋と Hirano

らが担当）へ大学院教育を展開する準備も進めている。 

2)日本初の医学領域 AI 研究センターによる産官学連携人材育成：平成 30年 4月に設立した治療学 AI研

究センター（センター長はプログラム担当者の川上）は、理研、産総研、IT企業（マイクロソフト等）

との連携を構築し、革新的な医学データサイエンス、高速高精度診断法の開発、全く新しい治療法と創

薬の開発を行う研究拠点である。数理科学を基盤に医療データ解析用に最適化しつつ、医学と共に進化

する AIを開発している。このセンターを核に、新産業の創出とともに「革新的医療創生」を牽引する

卓越した博士人材を育成する。

3)国や機関、部局の枠を越えた新しいクラスター制 CHIBA 教育システム：所属等の既成の枠を越えた本卓越

大学院のクラスターは、各教員の研究動向や世界の研究状況、社会の変化に対応して組織を柔軟に変更

できる可塑性が特長であり、将来にわたり時代のニーズに適合した人材を養成し続けることが可能であ

る。各クラスターの教員の所属部局と数は、下記の通りである。

革新治療学：医学(14)、工学(2)、量研 (1)、UC San Diego (2)、シスメックス等企業(2) 
革新医療創薬学：薬学(7)、医学(1)、真菌医学研究センター(3)、理研(1)、USC(1) 

Benaroya研究所(1)、武田薬品等企業(2) 
革新医療工学：フロンティア医工学センター(2)、医学(4)、量研 (1)、産総研(1) 

トロント大学(1)、オリンパス等企業(2)
革新医療生物科学：理学(1)、医学(3)、かずさ DNA研究所(1)、ラホヤ免疫研究所(1) 

千葉県がんセンター(1)、北里環境科学センター(1)、ジーンフロンティア(1） 
革新医療サステイナブル健康科学：予防医学センター(1)、医学（3）、看護学(2)、真菌医学研究セン

ター(1)、理学（1）、園芸学(1)、UC San Diego (1)、シャリテ医科大学(1)、Medicinal Creation
Advisor(1)

革新医療 Society 5.0：医学(2)、真菌医学研究センター（1）、社会科学(2)、理研(1)、米国 NIH(1)、
日本マイクロソフト(1) 

クラスターを異にする３人の教授によるトリプル指導教授制のきめ細かな教育、異なるクラスターで

の主専攻とサブ専攻の学修・研究により、高いレベルの俯瞰力と独創力を兼ね備えた卓越人材を養成す

る。 

4)支援終了後も発展性・継続性を有する産学連携体制：CITICOの 23社と WACo共創コンソーシアムの 6

社による産学連携の教育とキャリアパス支援に加え、日本初の治療学 AI研究センターを中心に臨床ビ

ッグデータとデータサイエンスを基盤とした産学連携、本卓越大学院独自の「千葉国際治療学産学連携

イニシアチブ」の「知と人材、企業資金を循環させる」新しいシステムを作動させることにより、政府

支援の終了後も、企業人の博士号取得と大学院教育の発展を継続できる体制を有する。

16
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（５）学長を中心とした責任あるマネジメント体制【２ページ以内】 
（学長の考える現状の大学院システムの課題と、学長のリーダーシップの下でそれに対してどのように取り組むか、ま
た、学長を中心として構築される責任あるマネジメント体制を確保するための取組、大学全体の中長期的な改革構想の
中での当該申請の戦略的な位置づけ、高度な「知のプロフェッショナル」を輩出する仕組みの継続性の担保と発展性の
見込みについて記入してください。） 

※ポンチ絵は不要です。

１.現状の大学院システムの課題とそれに対する学長のリーダーシップ下の取組

海外の大学ではダブルメジャー制で学生が複数の専攻を修め能力の向上を図れるのに対し、日本で

は 1 つの専攻での学修に限定され、教員も１専攻に縛られ、境界領域や学際領域の教育研究、イノベ

ーション創生に致命的な欠陥となっている。また、教育の主体が部局にあり、急速な研究進展や社会

の変化に柔軟に対応することが困難である。そこで、千葉大学は、平成 13 年度と平成 29 年度に教教

分離（教育組織と教員組織の分離）の大学院組織改革を行い、ニーズの高い教育を機動的に実施する

ことを可能とするとともに、教員定員の再配置や研究面での機能強化を図りやすい教員組織体制を構

築してきた。さらに、本卓越大学院では、新しい「クラスター制 CHIBA 教育システム」により部局の枠を取

り払うとともに、海外のダブルメジャー相当の博士を養成する主専攻・サブ専攻制の大学院教育改革を断行

し、日本の大学院教育を牽引する。 

２.学長を中心として構築される責任あるマネジメント体制を確保するための取組

学長を中心とした責任あるマネジメント体制を確保するため図 2 に示す体制を構築する。以下に中

核的組織を記載する。 

1)千葉統括会議：学長の強いリーダーシップの下、産官学のリーダーからなる「千葉統括会議」を組

織し、本学の 2 つの卓越大学院プログラムの運営に際して助言・指導を与える。構成メンバーは、議

長たる学長と、千葉大学副学長 2 名、他に外部の学長等経験者 2 名、そして産（大手製薬企業開発本

部長等の経験者 2 名）、官（文部科学省 OB１名、厚生労働省 OB１名）からなり、毎年、定期的に開催

する。社会実装へ向けた産業への応用、社会的・経済的国家戦略、世界を牽引する新たな知の創造な

どの観点から成果と問題点を分析し、助言や評価を行い、学内外からの組織的支援の中核を担う。 

2)未来医療教育研究機構と革新医療創生 CHIBA 卓越大学院運営会議、各種委員会：学長の直下、亥鼻キ

ャンパスの医学や薬学、看護、附属病院、研究センターを統括する大学組織の未来医療教育研究機構

が、大学法人の立場から本プログラム推進に関して、助言と全面的な支援、さらに改善や強化につい

ての方策を実施する。本機

構の下に組織される革新医

療創生 CHIBA 卓越大学院運

営会議と、その下の各種委

員会が、プログラムの企画、

運営を行う。運営会議のメ

ンバーは、プログラムの責

任者（議長）、コーディネー

ター（副議長）、サブコーデ

ィネーター1名のほか、各委

員会の委員長 8 名、連携機

関の UC San Diegoと理研、

放医研、産総研からの 1 名

ずつで構成さ 

図２.学長主導の革新医療創生 CHIBA卓越大学院体制 
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様式２ 

れ、3ヶ月に１回程度の割合で進捗会議を開催する。また、全プログラム担当者が参加する実務者会

議（担当者会議）をファカルティディベロップメント（FD）として年 3回程度開催し、プログラムを

担当する全教員が本学位プログラムで推進する大学院教育改革の理念を共有し、コースワークや大学

院生の教育、指導に当たるよう常に確認し、徹底する。さらに、学長主導の FD を年に複数回開き、

プログラムと大学改革の方向性を全プログラム教員が再確認する。 

３.大学全体の中長期的な改革構想の中での当該申請の戦略的な位置づけ

千葉大学は、学長のリーダーシップによる 5つのビジョン、Global（国際社会で活躍できる次世代

型人材の養成）、Research（研究三峰の推進）、Innovation（次世代を担うイノベーションの創出）、

Branding（千葉大学ブランディングの強化）、Synergy（教職員による協働体制の強化）に従い、「つ

ねに、より高きものを目指して」の基本理念とともに、大学全体の改革を進めている。 

学長のガバナンスの下に組織された次世代医療人育成主体的改革の司令塔「未来医療教育研究機

構」、次世代理工系人材育成の司令塔「自然科学系教育研究機構」、文系融合型研究・教育改革の司令

塔「人文社会科学系教育研究機構」を核に、総合大学として世界最高水準の教育研究拠点を目指して

いる。本卓越大学院は、部局や分野の枠を取り払った新しいクラスター制 CHIBA教育システムで教育

研究を推進するものであり、これら 3 つの教育研究機構を牽引し、世界トップクラスのグローバル教育を

大学全体で達成するための要である。 

Research戦略の一つとして、平成 28年度に設置されたグローバルプロミネント研究基幹からの戦

略的トップダウン支援により、UC San Diego との強固な国際教育ネットワークが構築され、高いレ

ベルのグローバル教育と研究が実現している。さらに、本卓越大学院の体制をモデルに、重点支援③

の「卓越した成果を創出している海外大学と伍して、全学的に世界で卓越した教育研究、社会実装を

推進する取組を中核とする国立大学」として、千葉大学の大学改革を加速し、永続的な世界最高水準

の教育研究拠点の創設に繋げる。 

さらに、「アジアユーラシア・グローバルリーダー養成のための臨床人文学教育プログラム」と緊

密に連携すべく、両プログラムのコーディネーターと事務担当者が中心となる「卓越大学院プログラ

ム連携協議会」（第１回を令和 5年 4月 20日に開催）とともに、大学の理事や副学長、両プログラム

の主要メンバーからなる「千葉大学卓越大学院プログラム合同運営会議」を新たに組織（第１回を令

和 5年 6月 29日に学長主導 FDに続き開催予定）し、両プログラムの教員間で大学院改革の方向性を

共有するとともに、プログラムの連携体制を強化・改善する体制を構築済みである。 

４.高度な「知のプロフェッショナル」を輩出する仕組みの継続性の担保と発展性の見込み

1)柔軟なクラスター制 CHIBA 教育システムと PDCA サイクルによるプログラム改善：クラスター制 CHIBA

教育システムは、部局等の従前の枠に捉われずに優れた人材を育成でき、社会の変化に迅速に対応可

能な学位プログラムとして 20年後以降も永続的に継続できる仕組みをとっている。 

 また、未来医療教育研究機構の下に組織されるグローバル外部評価委員会（委員長１名を含め国内

外の専門家 7名）が、2年に 1度、評価を実施する。千葉統括会議やグローバル外部評価委員会の助

言や指導とともに、自己点検委員会が定期的に学生と教員へアンケートを実施しプログラムの進捗・

問題点等を分析し、PDCAサイクルでプログラムの改善・発展できる体制である。 

2)プログラムの発展性と継続性の見込み：UC San Diegoと同様の国際連携教育体制を、USC、シャリテ

医科大学、トロント大学へ拡大するための具体的な計画策定を進めている。特に、グローバル教育を

重点化している千葉大学は、海外の 276大学と協定を持ち、海外に本学学生用の多数の教育研究施設

を有する。これらの千葉大学の優れたリソースを活かし大学全体で高いレベルのグローバル教育を展

開する。 

 産官学横断教育体制 CITICOの 23社と WACo 共創コンソーシアムの 6社が参画するとともに、本卓

越大学院独自の「千葉国際治療学産学連携イニシアチブ」により、政府支援の終了後もプログラムを

継続・発展できる体制としている。 
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（６）学位プログラムの継続、発展のための多様な学内外の資源の確保・活用方策【１ページ以内】 
（学位プログラムの継続、発展のための学内外資源に関し、①確保のための方策、②活用の方策について、様式５－
１、様式５－２との関連及び具体的な算出根拠を示しつつ、記入してください。） 

※ポンチは不要です。

１.革新医療創生国際コースの継続、発展の方策

千葉大学は UC San Diegoと共同で大学院教育の Immunology Programを組織し、米国 NIH（7年間の

長期）大学院教育グラントを申請中である。また、対等の資金負担を基本とした協定により、クロス

アポイント教員 4名を雇用し、国際コースを継続、発展できる体制をとっている。

２.学内資源によるプログラム継続、発展の方策

千葉大学独自の留学生支援「先端医学薬学国際プログラム」により、入学金と授業料の全額免除、

奨学金が給付されるシステムが確立している。UC San Diego等でダブルディグリーを目指す大学院生

も、上記の Immunology Programを相補する形の特別奨学金制度を整備しており、補助金終了後も継続

する。 

 プログラム学生専用の学修・実験スペースとして、医薬系総合研究棟 7〜8階にあるプロジェクト競

争的スペース 600m2の優先使用と大学による全額費用負担が決定している。令和 3年に竣工予定の新

医学部研究棟に関しても、優先的使用スペースが確保されている。 

３.企業との共同研究契約の拡充による学外資源の確保

本卓越大学院における新たな産学連携の取組により、企業との共同研究契約として年間 7千万円の

学外資金を確保する。千葉大学では CITICOや OPERA等の産学連携プラットフォームを有し、企業との

共同研究契約は本卓越大学院の医療系部局の一部（医、薬、附属病院、真菌医学研究センター、予防

医学センター）のみでも年々増加傾向にあり、年間 130件超、3億円超の実績を有する。 

４.新たな受託研究契約の締結による外部資金の確保と活用

本卓越大学院で生み出される優れた研究成果を基に新たな受託研究契約を締結し、年間 8千万円の

資金を活用する。本卓越大学院の医療系部局の一部のみでも外部との受託研究契約は年間 200件超、

13～20 億円に上る。本卓越大学院の研究成果により、さらなる外部研究資金を獲得する。 

５.奨学寄附金の確保と活用

卓越大学院の活動を基に得た奨学寄附金、年間 5500万円活用する。

本卓越大学院の医療系部局の一部のみでも年間１千件超、9.5～11億円

の奨学寄附金を獲得しており、さらなる奨学寄附金を獲得し活用する。 

図４.学外資源の実績 
プログラムの継続、発展に
十分な学外資源を有する。 

図３.プログラムの継続、発展のための資源確保 
補助金終了後に向け、学内資源 1億 500万円と学外資源 2億 500万円を確保。 
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様式２ 

（７）大学院教育研究に係る既存プログラムとの違い【１ページ以内】 
＜プログラム担当者が、大学院教育研究にかかる既存のプログラムを継続実施中の場合のみ記載。それ以外の場合は該
当なしと記載。＞ 
（現在国の教育・研究資金により継続実施中である大学院教育研究に係るプログラム（博士課程教育リーディングプ
ログラム、その他研究支援プロジェクト等）に、当該申請のプログラム担当者が関わっている場合（プログラム責任
者として複数プログラムに関与している場合を除く）には、当該プログラム及び関与しているプログラム担当者の氏
名を明記の上、プログラムの内容、対象となる学生、経費の使用目的等、本プログラムとの違いを明確に説明してく
ださい。
特に博士課程教育リーディングプログラムについては、国の補助期間が終了している場合についても、継続されてい
るプログラムとの違いを上記にならい記述してください。）

※ポンチ絵は不要です。

 平成 24年度採択の博士課程教育リーディング（LGS）プログラム「免疫システム調節治療学推進リ

ーダー養成プログラム」は、平成 30年度で国の補助期間が終了している。令和元年度以降も同規模で

継続することが決定しており、令和元年度は 100,150千円の大学予算等で学生支援を含め実施してい

る。上記の LGSプログラムと本卓越大学院では、教育システムと育成する人材が下記の通り、大きく

異なる。 

１.LGS プログラムの４年博士課程と卓越大学院の修士と博士一貫の教育課程の違い：LGSプログラム

は医学部等の６年制大学や修士課程卒後の学生を対象とした４年博士課程であったが、卓越大学院は

修士課程と４年博士課程を一貫させた６年の教育課程である。 

２.卓越大学院では理工を含め多様な分野の修士課程学生がプログラムへ参加：LGSプログラムは先端

医学薬学専攻に入学した博士課程学生のみが対象であったが、卓越大学院では、理学や工学系を含め

多分野の修士課程学生が参加する。 

３.新しいクラスター制 CHIBA教育システムによる大学院教育：卓越大学院では、国や機関、部局の枠

を越えた全く新しいクラスター制 CHIBA教育システムで教育する。複数のクラスターを修得すること

で、海外ダブルメジャー相当の博士を育成する。 

４.UC San Diego とのダブルディグリーコース新設：卓越大学院では、世界トップクラスの大学との

ダブルディグリーコースを開始する。 

５.卓越大学院では広く革新的な医療創生を担う人材を養成：LGSプログラムでは免疫関連疾患を対象

とした治療学の推進リーダー養成に特化していたが、卓越大学院では医学や薬学のみならず理学や工

学も含め広い分野で医療創生を担う卓越博士人材を養成する。 

本卓越大学院のプログラム担当者 66名中、下記の 24名が LGSプログラム担当者を兼任し、LGSプ

ログラムで確立した世界標準の博士学位審査等の取組を卓越大学院で展開する役割を担う。LGSプロ

グラム責任者の斎藤は、卓越大学院コーディネーターとして、両プログラムのカリキュラムの効率的

な運用等を担う。 

斎藤哲一郎、池原譲、石川文彦、一川隆史、小原收、金田篤志、川瀬貴之、小泉信一、河野剛志 

古関明彦、笹川千尋、関 信男、田村裕、中島裕史、眞鍋一郎、三木隆司、村田武士、本橋新一郎、 

山田滋、横手幸太郎、米山光俊、Mitchell Kronenberg、Alfred Singer、 Steven F. Ziegler 

 また、本学の大学院看護学研究科は、高知県立大学を主管とした平成 24年度採択の博士課程教育リ

ーディングプログラム「災害看護グローバルリーダー養成プログラム」に兵庫県立大学、東京医科歯

科大学、日本赤十字看護大学とともに参加している。このプログラムは、抜本的な改革の上、継続し

ている。 
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算

出
に
加

え
て
く
だ
さ
い
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
係
る
外
部

資
金

の
う
ち
、
「
そ
の
他

収
入

」
に
該

当
す

る
も
の
が
あ
れ
ば
、
備
考
欄
に
具
体
的
な
資
金
名
に
つ
い
て
も
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

法
人
運
営
費
、
外
部

資
金

の
算

出
に
当

た
っ
て
は
、
上

記
を
踏

ま
え
、
実
績
報
告
書
上
の
「
自
己
収
入
額
」
と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
も
、
該
当
が
あ
れ
ば
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

法
人
運
営
費
、
外
部

資
金

の
記

入
に
当

た
っ
て
は
、
各

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
運

営
に
係
る
も
の
の
う
ち
、
特
に
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
係
る
も
の
と
し
て
算
出
が
可
能
な
も
の
の
合
計

を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

→
特
に
、
法
人
運
営

費
に
つ

い
て
は
、
基

盤
的

経
費

と
の
切

り
分

け
が
で
き
な
い
も
の
も
多
数
あ
る
と
想
定
さ
れ
る
た
め
、
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
係
る
法
人
運
営
費
全
て
の
算
出
が
困

難
な
場

合
に
は
、
全

額
を
記

載
す

る
必

要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

⑤
以
外
で
金
額
の
算
出

に
あ
た
り
、
本

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
そ
れ
以

外
と
の
金
額

の
切
り
分
け
を
行
う
も
の
（
主
と
し
て
外
部
資
金
を
想
定
）
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
限
り
切
り
分
け
を
行
い
計

上
し
て
く
だ
さ
い
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
係
る
法

人
運

営
費

の
具

体
的

な
例

と
し
て
は
、
学

長
裁

量
経

費
、
授
業
料
減
免
と
し
て
の
措
置
分
、
教
育
研
究
支
援
経
費
相
当
と
し
て
の
措
置
分
と
い
っ
た
も
の
を
想

定
し
て
い
ま
す

。

学
内

外
資

源
の

確
保

に
向

け
た

取
組

状
況

・
学

内
資

源
医

学
系

総
合

研
究

棟
に

優
先

的
に

確
保

し
た

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

学
生

用
学

修
ス

ペ
ー

ス
・
実

験
ス

ペ
ー

ス
を

学
内

資
源

で
負

担
し

て
い

る
。

・
学

外
資

源
卓

越
大

学
院

に
お

け
る

新
た

な
産

学
連

携
の

取
組

及
び

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
生

み
出

さ
れ

る
優

れ
た

研
究

成
果

を
基

に
共

同
・
受

託
研

究
契

約
を

拡
充

し
、

学
外

資
源

を
確

保
し

て
い

る
。

ま
た

、
千

葉
大

学
基

金
の

中
に

卓
越

大
学

院
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
サ

イ
ト

を
作

り
、

継
続

的
な

寄
附

金
獲

得
の

体
制

を
構

築
し

て
い

る
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
運
営

に
当

た
り
、
補

助
金

以
外

の
資

金
が
ど
れ
く
ら
い
投
入

・
活
用
さ
れ
て
い
る
か
の
現
況
及
び
今
後
の
計
画
を
把
握
す
る
た
め
、
「
補
助
金
交
付
額
（
う
ち
直
接
経

費
）
」
及

び
「
補

助
金

交
付

額
（
う
ち
間

接
経

費
）
」
に
は
、
当

該
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対

す
る
各

事
業
年
度
の
直
接
経

費
と
間

接
経

費
を
そ
れ
ぞ
れ
記

入
し
て
く
だ
さ
い
（
H
3
1
/
R
1
年
度
か
ら
R
3
年
度
は
交
付
決
定
額
、
R
4
年
度
以
降
は
申
請
予
定
額
）
。
H
3
1
/
R
1
年
度
か
ら
R
3
年

度
の
「
補

助
金

実
績

額
（
直

接
経

費
）
」
及

び
「
補

助
金

実
績

額
（
間

接
経

費
）
」
は
、
各

年
度
の
実
績
報
告
書

の
金

額
と
一

致
す

る
よ
う
に
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

「
学
内
外
資
源
（
資
金

計
画

）
」
に
は
、
申

請
時

の
計

画
調

書
（
採

択
後

提
出
版
）
様
式
５
－
１
「
卓
越
大
学
院
プ
ロ
グ
ラ
ム
資
金
計
画
表
」
の
「
学
内
外
資
源
」
の
各
年
度
の
金
額
と
一

致
す

る
よ
う
に
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。
「
学

内
外

資
源

内
訳

」
に
は
、
学

内
資

源
（
運

営
費

交
付
金
、
授
業
料
収

入
、
雑

収
入

等
）
、
学

外
資

源
（
共

同
研

究
収

入
、
受
託
研
究
収
入
、
寄
附
金
収
入
、
基
金
収
入
、
そ
の
他
収
入
）
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
（
H
3
1
/
R
1
年
度
か
ら
R
3
年

度
は
実

績
額

、
R
4
年

度
か
ら
R
7
年

度
は
見

込
額

）
。
ま
た
、
現

金
換

算
可

能
な
も

の
に
つ
い
て
も
、
そ
の
相

当
額

を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。
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中間評価後修正変更版※中間評価時からの修正

（【1903】機関名：千葉大学　プログラム名称：革新医療創生CHIBA卓越大学院）

年度の実施内容＜補助金＞

※ 当該年度に本補助金を充当して実施した事業の具体的内容について記入

経費の明細＜補助金＞

 記載例：研究打合せ旅費　○○人×＠○○円 　○○千円

 資料整理謝金　　○人×○日×＠○○円 　○○千円

実施（基幹）大学での
使用金額

共同実施機関での
使用金額

【物品費】 178,705 0

超解像共焦点レーザー顕微鏡システム 82,383

ケミルミイメージングシステム 8,791

高精細3D/4D画像解析システム 6,040

コンピューテーショナルクリアリングシステム 11,167

高性能クリオスタットシステム 7,099

画像解析ＡＩ用パソコン 3,733

超微量分光光度計 1,320

マイクロピペットプラー 1,604

微量高速冷却遠心機 2,208

自動組織分散・破砕装置 3,168

システム生物顕微鏡 842

遺伝子導入装置 1,216

ネオリニアスライサー 1,584

顕微鏡用デジタルカメラ 938

革新医療創生演習ﾕﾆｯﾄ用消耗品　 　47,689千円×1式 45,286 2,403千円を自己負担

特任教員用パソコン 454

事務用品 872

【人件費・謝金】 17,186 0

特任講師　3人(10月～3月)　 　12,283千円×１式（6月） 7,991 4,292千円を自己負担

＜令和元年度（２０１９年度）＞

本補助金が適切かつ効果的に使用されたか各経費（物品費、人件費・謝金、旅費、その他）についての使用目的、必要性について、具体的かつ明確、
簡潔に記入すること。

令和元年度は、本プログラム実施のための整備期間として、運営体制の構築、教育カリキュラムの整備及び「革新医療創生演
習」のための教育研究環境の整備のほか、ホームページを立ち上げるとともに、令和2年4月からの本プログラム入学者のための
広報活動や選抜試験などを実施し15名の合格者を決定した。
「卓越大学院千葉統括会議」を設置し、プログラムの改善・発展できる体制を整備した。

補助事業の目的を達成するため、以下の事業を実施した。

（１）物品費
本プログラムで重要な俯瞰力や実践力等を養う「革新医療創生演習（各学生が少なくとも5ユニット以上の研究の現場で学

ぶ）」
　　において、学生が使用する共通利用機器等を購入し、演習を実施するための学修環境を整備した。

　特任講師へプログラム運用のためPCを整備した。

（２）人件費・謝金
①人件費

特任講師を3名雇用し、「革新医療創生演習」等のための体制整備を図るとともに、本プログラムの運営・整備のため技術支援
員（補佐員）3名、事務支援員（補佐員）5名を雇用した。

②謝金
本プログラムをイメージしたロゴマークをデザインし学生選抜要項やホームページ広く広報活動に使用した。

（３）旅費
プログラム打合せのため国内外関係者との打合せを行い、令和2年度からの学生受入に備えた。

（４）その他
①外注費
プログラムの広報と情報発信のため、革新医療創生CHIBA卓越大学院のホームページを立ち上げた。（https://www.m.chiba-

u.jp/dept/imec/）また、国内外への広報のため日本語版及び英語版のパンフレットを作成しホームページに掲載した。

②印刷製本費
プログラムの広報促進のためデザインしたロゴ入りの封筒等を用意し海外での打合せや国内関係機関への情報発信に備えた。
プログラムの募集のためパンフレットを印刷し学内外の関係機関に配布するとともに卓越教養特論のポスターを掲示する等に
より優秀な学生獲得のためのし広報活動を行った。また、令和2年度学生募集のための選抜要項を作成し、令和2年1月及び
3月に実施した選抜試験により15名の合格者を決定した。

③その他（教育研究支援経費以外）
本プログラムへの2020年10月入学の募集広告（博士課程５名）をNatureへ掲載し、海外への広報活動を行った。
また、令和2年3月に予定されていた「卓越大学院千葉統括会議」やプログラム実施に向けた海外大学との打合せが新型コロナ
ウイルス感染拡大防止の影響からやむを得ず開催等を延期した。

・実施（基幹）大学で使用した経費と共同実施機関で使用した経費を区分して記載してください。

＜令和元年度（２０１９年度）計画＞　経費区分
金額（千円）

備考
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中間評価後修正変更版※中間評価時からの修正

（【1903】機関名：千葉大学　プログラム名称：革新医療創生CHIBA卓越大学院）

技術支援員 1人(10月～3月)　 　1,028千円×1式（6月） 1,028

技術支援員 1人(2月～3月)　 　393千円×1式（2月） 393

技術支援員(ﾊﾟｰﾄ) 1人(10月～3月)　  561千円×1式（6月） 561

事務支援員　3人(10月～3月)　 　5,860千円×1式（6月） 5,860

事務支援員　1人(12月～3月)　 　905千円×1式（4月） 905

事務支援員　1人(2月～3月)　 　417千円×1式（2月） 417

ﾃﾞｻﾞｲﾝ作成謝金1人 @15,600円×2枚 31

【旅費】 1,125 0

国内旅費：赴任旅費 1人×110千円 110

国内旅費：学会参加及びプログラム打合せ　2人
1人×60千円、1人×41千円

101

外国旅費：ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ打合せ　 　1人×912千円 914

【その他（教育研究支援経費）】 0 0

【その他（教育研究支援経費以外）】 2,984 0

専用HP作成費 　　1,000千円×1式 1,000

卓越大学院プログラムパンフレット原稿英訳　 　161千円×1式 161

卓越大学院プログラムパンフレット(日本語、英語)
　　　3,000部×2冊×@124.3円

746

卓越大学院選抜要項（修士・博士一貫教育課程及び4年博士課程）
2,000部×２部×@131.45千円

526

卓越大学院事務用封用　 　長3 @28.6円×2,000枚,　角2 @45.65×2,000枚 149

卓越大学院ﾛｺﾞｼｰﾙ 100枚×@88円 9

卓越大学ﾛｺﾞ入りｸﾘｱﾌｧｲﾙ 500枚×@124.3円 62

卓越教養特論ﾎﾟｽﾀｰ（２枚,ﾃﾞｻﾞｲﾝ料含む）　 　2枚×@15.4千円 31

卓越大学院選抜試験弁当・お茶代（4年博士課程3/16実施,修士・博士一貫
課程1/23実施）　　　弁当：25人×@900円、　お茶：25人×150円

26

学会参加費 2人×12千円×1回 24

卓越大学院博士課程募集広告Nature掲載料　 　122千円×1回 122

会議室ｷｬﾝｾﾙ料（卓越大学院千葉統括会議　3/26分）　 　81千円×1式 81

航空券ｷｬﾝｾﾙ料(米国ﾛｻﾝｾﾞﾙｽ 2020/3/17-2020/3/20)　　47千円×1式 47

200,000 0

年度の実施内容＜学内外資源＞

※ 当該年度に充当した学内外資源の主な用途を記入してください。
学内資源（法人運営費等）：物品費・人件費

（令和元年度（２０１９年度））　 　合　計
200,000
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中間評価後修正変更版※中間評価時からの修正

（【1903】機関名：千葉大学　プログラム名称：革新医療創生CHIBA卓越大学院）

年度の実施内容＜補助金＞

※ 当該年度に本補助金を充当して実施した事業の具体的内容について記入

経費の明細＜補助金＞

 記載例：研究打合せ旅費　○○人×＠○○円 　○○千円

 資料整理謝金　　○人×○日×＠○○円 　○○千円

実施（基幹）大学での
使用金額

共同実施機関での
使用金額

【物品費】 110,138 0

ﾗｲｶ CM1520ｸﾘｵｽﾀｯﾄ100V/50-60Hz 3,695

革新医療創生演習ﾕﾆｯﾄ用消耗品 104,376 1,456千円を自己負担

学生(博士）支援用ﾊﾟｿｺﾝ(8台　Mac) 1,316

事務用品類 751

【人件費・謝金】 67,535 0

特任講師2人（4月～3月） 1,779千円×１式（12月） 17,779

技術支援員(補佐員)3人(4月～3月：2人、7月～10月：1人）　7,670千円×1式 7,670

技術支援員(補佐員、ﾊﾟｰﾄ)1人 （4月～3月）　 　1,645千円×1式（12月） 1,646

事務支援員(補佐員）5人 （4月～3月）　 　19,233千円×1式（12月） 19,233

RA経費（修士）　7人 （10月～3月)　 　3,700千円×1式（6月） 3,700

＜令和２年度（２０２０年度）＞

本補助金が適切かつ効果的に使用されたか各経費（物品費、人件費・謝金、旅費、その他）についての使用目的、必要性について、具体的かつ明確、
簡潔に記入すること。

令和2年度は、4月入学15名の1期生が本プログラムの学修プログラムを開始し、博士課程では学生が企画する科目「卓越教養特
論」の他、「実践英語」、「革新医療創生演習」、「革新治療学実習」など本プログラム独自の教育カリキュラムの履修を開始した。
「卓越大学院千葉統括会議」開催によりプログラムへ改善・発展できる助言等が得られた。
また、ホームページやパンフレットを等によるプログラムの広報活動等により選抜試験を行い、令和3年4月入学者から2期生9名
の合格者を決定した。

補助事業の目的を達成するため、以下の事業を実施した。

（１）物品費
「革新医療創生演習」において、学生が使用する備品と消耗品を購入するとともに、新型コロナウイルス感染防止対策を講じ
た学修環境を整備した。
また、令和2年4月に新型インフルエンザ等対策特別措置法に基づく緊急事態宣言が出されたことを受け、本プログラムの
カリキュラムの殆どが後期に延期となったため、個々の学生履修スケジュールに柔軟に対応した革新医療創生演習日程で
ユニットごとに実施した。
プログラム学生へ学修環境向上のためPC貸与の支援を行った。

（２）人件費・謝金
①人件費

4月入学１期生のうち14名をリサーチ・アシスタント（RA）に委嘱した。
特任講師2名及び学生支援のため技術支援員（補佐員）3名、事務支援員（補佐員）5名を雇用することにより、本プログラム
の運営及びカリキュラムのための整備を実施した。

②謝金
学生主体で企画・運営する「卓越教養特論」を15回開催した。また、「卓越大学院セミナー」を2回、「AI情報医学特論」を8回
実施した。
学外有識者からの企画・進捗に対する助言・指導等を行う「卓越大学院千葉統括会議」を令和3年1月8日（金）に実施し貴重な
助言等を得られた。

（３）旅費
講演からの要望により感染対策を徹底し対面にて「卓越教養特論」を実施した。（再掲）
また、4名の学生が連携先機関での「革新医療創生演習」へ参加した。

（４）その他（教育研究支援経費以外）
①外注費

専用ホームページを常に最新の情報に更新するとともに、英文ホームページを立ち上げ国内外への発信を図った。
英語での研究発表のプレゼンテーションスキルの向上及び英語でのディベートスキル向上のため「実践英語」を開講した。

②印刷製本費
令和3年度学生募集のため選抜要項を作成し、令和2年8月、令和3年1月、令和3年3月に実施した選抜試験により9名の合格
を決定した。
また、1期生学生がデザインしたニュースレターを発行し、「卓越教養特論」や「卓越大学院セミナー」のポスター等を作成し
ホームページ掲載及び関係機関等へ配布し広報活動を推進した。

③その他
「独創的な教育研究活動のための経費」による研究支援を14名のチャレンジング性のある研究課題に配分した。
オンライン化に対応するため、会議システムのライセンスの取得によりセミナー等を適正に実施することができた。
卓越大学院キックオフ国際シンポジウム開催を当初から予定していたが、その後の緊急事態宣言の発出等により、本シンポ
ジウムに参加する関係者の安全のため開催を中止した。
また、令和3年1月8日開催の「卓越大学院千葉統括会議」を対面で開催する予定であったが、開催直前に再び政府より新型イ
ンフルエンザ等対策特別措置法に基づく緊急事態宣言が発出される状況となったため、急遽オンラインへ変更して開催し外部
委員より助言等を得られた。（再掲）

・実施（基幹）大学で使用した経費と共同実施機関で使用した経費を区分して記載してください。

＜令和２年度（２０２０年度）計画＞　経費区分
金額（千円）

備考

25



中間評価後修正変更版※中間評価時からの修正

（【1903】機関名：千葉大学　プログラム名称：革新医療創生CHIBA卓越大学院）

RA経費（博士）　7人 （4月～3月)　 　16,800千円×1式（12月） 16,800

千葉統括会議委員謝金　 　6人×@15千円×1回 90

特別講義講師謝金 15人×@33.6千円×1回 504

ｾﾐﾅｰ講師謝金  6人×@18.9千円×1回 113

【旅費】 85 0

講師来校旅費5人 62千円×1式 62

交通費（近距離日帰り4人　 　23千円×1式　 23

【その他（教育研究支援経費）】 0 0

【その他（教育研究支援経費以外）】 6,951 0

専用HP（英文）作成費 615千円×1式 615

自主研究支援経費（修士）7人　 　1,199千円×1式 1,199

自主研究支援経費（博士）7人　 　3,226千円×1式 3,226

専用講義実施経費（ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝｾﾐﾅｰ中級Ⅰ、実践英語）
247千円×1式、449千円×1式

696

卓越大学院選抜要項（修士）　  1,000部×@167.2×1回 167

卓越大学院選抜要項（博士）　  800部×@183.7×1回 147

ﾆｭｰｽﾚﾀｰ（日本語・英語） 　500部×@333.85千円×2回 334

特別講義・ｾﾐﾅｰ用ﾎﾟｽﾀｰ　 　@15,400円×1枚、@16,500円×2枚 48

卓越大学ﾚﾀｰﾍｯﾄ @1,320円×10冊 13

卓越大学ﾛｺﾞ入りｸﾘｱﾌｧｲﾙ 500枚×@121×1回 61

卓越大学院選抜試験弁当・お茶代（4年博士課程8/19,3/16実施、修士・博
士一貫課程8/17実施）　　弁当：37人×@900円、　お茶：37人×@150円

39

選抜要項・ﾆｭｰｽﾚﾀｰ等送料
　@370円×12回、@520円×2回、@830円×1回、@1,210円×1回

8

会場ｷｬﾝｾﾙ料（卓越大学院ｷｯｸｵﾌ国際ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑR2.12.11-12）
237千円×1式

237

会議室ｷｬﾝｾﾙ料（卓越大学院千葉統括会議R3.1.8）　 　151千円×1式 151

卓越大学院ｾﾐﾅｰ関係経費（ソフトウエアライセンス料等）　 　10千円×1式　 10

184,709 0

年度の実施内容＜学内外資源＞

※ 当該年度に充当した学内外資源の主な用途を記入してください。

（令和２年度（２０２０年度））　 　合　計
184,709

学内資源（法人運営費等）：物品費
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中間評価後修正変更版※中間評価時からの修正

（【1903】機関名：千葉大学　プログラム名称：革新医療創生CHIBA卓越大学院）

年度の実施内容＜補助金＞

※ 当該年度に本補助金を充当して実施した事業の具体的内容について記入

経費の明細＜補助金＞

 記載例：研究打合せ旅費　○○人×＠○○円 　○○千円

 資料整理謝金　　○人×○日×＠○○円 　○○千円

実施（基幹）大学での
使用金額

共同実施機関での
使用金額

【物品費】 49,269 0

革新医療創生演習ﾕﾆｯﾄ用消耗品 46,869

学生(博士）支援用ﾊﾟｿｺﾝ(9台　Mac) 2,040

事務用品類 360

【人件費・謝金】 90,103 0

特任講師2人（4月～3月）　 　18,080千円×１式（12月） 18,080

技術支援員(補佐員)2人（4月～3月）　 　7,394千円×1式（12月） 7,394

技術支援員(補佐員、ﾊﾟｰﾄ)1人（4月～3月）　 　1,706千円×1式（12月） 1,706

・実施（基幹）大学で使用した経費と共同実施機関で使用した経費を区分して記載してください。

＜令和３年度（２０２１年度）計画＞　経費区分
金額（千円）

備考

令和3年度は、革新医療創生CHIBA卓越大学院指導2年目であり、教育体制等のさらなる充実を図った。
具体的には、新医学部研究棟（医学系総合研究棟）にプログラム学生の優先的スペースを設置し、学修環境の向上を図った。リ
サーチ・アシスタント（RA)や独創的な教育研究活動の経費（卓越研究費）の手続きの簡素化による学生負担の軽減、トリプル指導
教授制の開始及び未来医療教育研究機構に設置した国内外の専門家による「グローバル外部評価委員会」を開催した。
「卓越大学院千葉統括会議」開催によりプログラムへ改善・発展できる助言等が得られた。
広報活動等により選抜試験を実施し、令和3年10月入学者から2期生2名及び令和4年4月入学者から3期生9名の合格者を決定し
た。

補助事業の目的を達成するため、以下の事業を実施した。

（１）物品費
新医学部研究棟（医学系総合研究棟）にプログラム学生の優先的スペース158㎡（実験室68㎡・特別研修室90㎡）を確保する
とともに、「革新医療創生演習」で学生が使用する消耗品を購入し、感染防止対策のため少人数制により複数回行うことで、
学生・教員の安全を確保しつつ実践力や俯瞰力等を養うことができた。
プログラム学生へ学修環境向上のためPC貸与の支援を行った。

（２）人件費・謝金
①人件費

リサーチ・アシスタント（RA）に23名（1期生14名、2期生9名）を委嘱した。
特任講師2名、技術支援員（補佐員）3名、事務支援員（補佐員）5名を雇用することで、カリキュラムの支援、学生募集と選抜試
験の実施、「革新医療創生演習」の少人数制への柔軟な対応など、本プログラムの運営・整備のための人的支援を継続して
行った。

②謝金
学生の主体性を伸ばしイノベーションマインドを育むため学生が企画・運営する「卓越教養特論」を15回開催し、また、「卓越大
学院セミナー」を8回、「AI情報医学特論」を8回実施した。
学外有識者からの企画・進捗に対する助言・指導等を行う「卓越大学院千葉統括会議」を令和4年3月24日（木）に実施し貴重
な助言等を得られた。

（３）旅費
学生の主体性を伸ばしイノベーションマインドを育むため学生が企画・運営する「卓越教養特論」で感染対策を講じて対面で
講演を実施した。
令和3年9月28日の新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言の終了に伴い、国内外の専門家による「グローバル外部評価委
員会」のため委員長を海外より招聘し本プログラムについてヒアリング及び打合せ等を実施した。
令和4年3月24日（木）に、学外委員5名が出席（うち1名オンライン）した「卓越大学院千葉統括会議」を都内で開催した（再掲）

（４）その他（教育研究支援経費以外）
①外注費

「卓越教養特論」用ポスターフレームを作成し、編集等を自身で行い早期から広報等情報発信ができるように体制の充実を
図った。

②印刷製本費
学長交代に伴いパンフレットを更新し、2期生学生がデザインしたニュースレターとともに、ホームページへの掲載や関係機
関等へ配布するなど優秀な学生のリクルートのための広報活動を実施した。
令和4年度学生募集のため選抜要項等を作成し、令和3年8月、令和4年3月に実施した選抜試験により11名の合格を決定
した。

③会議費
令和4年3月24日（木）に「卓越大学院千葉統括会議」を都内で実施し貴重な助言等を得られた。（再掲）
令和3年8月19日（金）及び令和4年3月16日（木）に実施した本プログラム選抜試験により11名の合格を決定した。（再掲）

④その他
「独創的な教育研究活動のための経費」による研究支援を23名のチャレンジング性のある研究課題に配分した。
令和4年3月24日（木）に、学外委員5名が出席（うち1名オンライン）した「卓越大学院千葉統括会議」を都内で開催した（再掲）
英語での研究発表のプレゼンテーションスキルの向上及び英語でのディベートスキル向上のため「実践英語」を開講した。

＜令和３年度（２０２１年度）＞

本補助金が適切かつ効果的に使用されたか各経費（物品費、人件費・謝金、旅費、その他）についての使用目的、必要性について、具体的かつ明確、
簡潔に記入すること。
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中間評価後修正変更版※中間評価時からの修正

（【1903】機関名：千葉大学　プログラム名称：革新医療創生CHIBA卓越大学院）

事務支援員(補佐員）5人（4月～3月）　 　22,130千円×1式（12月） 22,130

RA経費（修士）　4人 （4月～9月）、1人 （4月～6月)、8人（10月～3月）
　1,920千円×1式（6月）、240千円×1式（3月）、5,520千円×1式（6月）

7,680

RA経費（博士）14人（4月～3月)　 　32,400千円×1式（12月） 32,400

千葉統括会議委員謝金　 　5人×@15.3千円×1回 77

特別講義講師謝金14人　　8人×@34.5千円×1回、6人×@33.6千円×1回 477

ｾﾐﾅｰ講師謝金8人 　1人×@26千円×1回、1人×@19.5千円×1回、
6人×@18.9千円×1回

159

【旅費】 1,443 0

講師来校旅費3人 31千円×1式 31

交通費（近距離日帰り16人 27千円×1式 27

外国人招聘旅費1人（R3.11.13-28） 米国ｼｶｺﾞ　 　1,385千円×1式 1,385

【その他（教育研究支援経費）】 0 0

【その他（教育研究支援経費以外）】 9,185 0

特別講義用ﾎﾟｽﾀｰﾃﾞｻﾞｲﾝ料 @33千円×1回 33

卓越大学院選抜要項（修士）　 　400部×@198×1回 79

卓越大学院選抜要項（博士）　  500部×@156.2×1回 78

ﾆｭｰｽﾚﾀｰ（日本語・英語） 　300部×@253×2回 152

卓越大学院ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ(日本語・英語）　 　1,500部×@95.7円×2回 287

独創的な教育研究活動のための経費（修士）8人　 　1,849千円×1式 1,849

独創的な教育研究活動のための経費 (博士）14人　 　6,008千円×1式 6,008

卓越大学院千葉統括会議会場借料経費（R4.3.24）　 　268千円×1式 268

卓越大学院選抜試験弁当・お茶代（4年博士課程3/16実施、修士・博士一
貫課程8/19実施）　　　　　　　　　　　　　　　　12人×@1,180円×2回

28

印刷物等送料 110千円×1式（4月～3月） 110

学内語学ｾﾐﾅｰ業務委託 293千円×1式 293 実践英語

150,000 0

年度の実施内容＜学内外資源＞

※ 当該年度に充当した学内外資源の主な用途を記入してください。

（令和３年度（２０２１年度））　 　合　計
150,000

学内資源（法人運営費等）：物品費
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中間評価後修正変更版※中間評価時からの修正

（【1903】機関名：千葉大学　プログラム名称：革新医療創生CHIBA卓越大学院）

年度の事業計画＜補助金＞

※ 当該年度に本補助金を充当して実施する事業の具体的内容について記載

経費の明細＜補助金＞

・使途は卓越大学院プログラムの目的に限定されます。

・実施（基幹）大学で使用する経費と共同実施機関で使用する経費を区分して記載してください。

 記載例：研究打合せ旅費　○○人×＠○○円 　○○千円

 資料整理謝金　　○人×○日×＠○○円 　○○千円

実施（基幹）大学での
使用金額

共同実施機関での
使用金額

【物品費】 32,253 0

革新医療創生演習ﾕﾆｯﾄ用消耗品 30,999

学生(博士）支援用ﾊﾟｿｺﾝ(7台） 1,117

事務用品類 215千円×1式 137

【人件費・謝金】 71,018 0

特任講師1人（4月～3月）　 　9,152千円×1式（12月） 9,152

特任講師1人（4月～9月）　 　4,589千円×1式（6月） 4,589

特任講師1人（8月～3月）　 　5,848千円×1式（8月） 5,848

技術支援員（補佐員）1人（4月～11月）　 　2,857千円×1式（8月） 2,857

技術支援員(ﾊﾟｰﾄ)1人（4月～3月）　  1,648千円×1式（12月） 1,648

事務支援員（補佐員）1人（4月～3月）　 　3,825千円×1式（12月） 3,825

＜令和４年度（２０２２年度）計画＞　経費区分
金額（千円）

備考

・申請できる経費は、本事業計画の遂行に必要な経費です。

＜令和４年度（２０２２年度）＞

本補助金の適切かつ効果的な使用計画（各経費（物品費、人件費・謝金、旅費、その他）の使用目的、必要性等）について、具体的かつ明確、簡潔に
記載してください。

令和4年度は、革新医療創生CHIBA卓越大学院指導3年目であり、教育体制等のさらなる充実を図った。
具体的には、学生が主体的に企画する「卓越教養特論」や「卓越大学院セミナー」等のプログラム科目に取り組ませることで企画
力や組織する力、実行力を育んだ。また、「実践英語」によりプレゼンテーションやディベートのスキルの向上を図った。
学生が学修に専念できる経済的環境を整備し、クラスター間を横断した融合研究や新分野の開拓等に関して野心的な研究への
支援を行った。
令和5年3月に「卓越大学院千葉統括会議」を開催し、プログラムに対する産官学からの貴重な助言を得るとともに、革新医療創
生ＣＨＩＢＡ卓越大学院運営会議及びプログラム担当者会議の開催で、プログラム推進にあたって意思疎通を図り協力体制をさら
に推進した。
海外教員を審査員に含めた学位審査委員会を組織し世界標準の学位審査とともに、最終進級試験QE3を実施した。
また、広報活動等により選抜試験を実施し、令和5年4月入学者から4期生16名の合格者を決定した。

補助事業の目的を達成するため、以下の事業を実施した。

（１）物品費
新医学部研究棟（医学系総合研究棟）にプログラム学生の優先的スペース158㎡（実験室68㎡・特別研修室90㎡）を整備した。
とともに、「革新医療創生演習」で学生が使用する消耗品を購入し、感染防止対策のため少人数制により複数回行うことで、
学生・教員の安全を確保しつつ実践力や俯瞰力等を養うことができた。
プログラム学生への学修環境向上のためPC貸与の支援を行った。

（２）人件費・謝金
①人件費

リサーチ・アシスタント（RA）に32名（1期生13名、2期生10名、3期生9名）を委嘱した.
特任講師3名、技術支援員（補佐員）3、事務補佐員1名を雇用することで、カリキュラムの支援、学生募集と選抜試験の実施、
「革新医療創生演習」への柔軟な対応など、本プログラムの運営・整備のための人的支援を継続して行った。

②謝金
学生の主体性を伸ばしイノベーションマインドを育むため学生が企画・運営する「卓越教養特論」を16回開催し、また「卓越大
学院セミナー」等を11回、「AI情報医学特論」を8回行った。またリトリートにおけるビジネスプラン審査員等に学外講師から助言

を得た。
　学外有識者からの企画・進捗に対する助言・指導等を行う「卓越大学院千葉統括会議」を令和5年3月2日（木）に実施し貴重な
　助言を得られた。

（３）旅費
学生の主体性を伸ばしイノベーションマインドを育むため学生が企画・運営するで「卓越教養特論」で感染対策を講じて対面で
講演を実施した。
また6名の学生が連携先機関での「革新医療創生演習」へ参加した。
令和5年3月2日（木）に、学外委員6名が出席した「卓越大学院千葉統括会議」をオンラインで開催した。（再掲）

（４）その他（教育研究支援経費以外）

①外注費
「卓越教養特論」用ポスターフレームを作成し、編集等を自身で行い早期から広報等情報発信ができるように体制の充実を
図った。

②会議費
令和4年8月20日（土）及び令和5年3月16日（木）に実施した本プログラム選抜試験により16名の合格を決定した。（再掲）

③その他
「独創的な教育研究活動のための経費」による研究支援を32名のチャレンジング性のある研究課題に配分した。
英語での研究発表のプレゼンテーションスキルの向上及び英語でのディベートスキル向上のため「実践英語」を開講した。
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（【1903】機関名：千葉大学　プログラム名称：革新医療創生CHIBA卓越大学院）

RA経費（修士）4人 （4月～9月）、2人（10月～3月）
　1,920千円×1式（6月）、960千円×1式（6月）

2,880

ＲＡ経費（修士）4人（10月～3月）　 　3,600千円×1式（6月）　 3,600

ＲＡ経費（博士）25人（4月～3月）　 　34,720千円×1式（12月）　 34,720

ＲＡ経費（博士）1人（10月～3月）　 　1,200千円×1式（6月）　 1,200

千葉統括会議委員謝金　 　5人×@15.3千円×1回 77

特別講義講師謝金12人　 　12人×@34.5千円×1回 414

ｾﾐﾅｰ等講師謝金10人 　208千円×1式（4月～3月)　 208

【旅費】 1,691 0

講師来校旅費17人 234千円×1式　　 132 102千円を自己負担

交通費（近距離日帰り）5人 　21千円×1式 21

 赴任旅費1人 1,538千円×1式 1,538

【その他（教育研究支援経費）】 0 0

【その他（教育研究支援経費以外）】 10,038 0

独創的な教育研究活動のための経費（修士）6人　 　1,880千円×1式 1,880

独創的な教育研究活動のための経費（博士）26人　 　7,737千円×1式 7,737

印刷物等送料　   112千円×1式（4～3月）    112

学内語学セミナー業務委託費 309千円×1式 309 実践英語

115,000 0

年度の実施内容＜学内外資源＞

※ 当該年度に充当する学内外資源の主な用途を記入してください。

（令和４年度（２０２２年度））　 　合　計
115,000

学内資源（法人運営費等）：物品費
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年度の事業計画＜補助金＞

※ 当該年度に本補助金を充当して実施する事業の具体的内容について記載

補助金申請額の明細

・使途は卓越大学院プログラムの目的に限定されます。

・実施（基幹）大学で使用する経費と共同実施機関で使用する経費を区分して記載してください。

 記載例：研究打合せ旅費　○○人×＠○○円 　○○千円

 資料整理謝金　　○人×○日×＠○○円 　○○千円

実施（基幹）大学での
使用金額

共同実施機関での
使用金額

【物品費】 103 0

事務用品類 134千円×1式 103 31千円を自己負担

【人件費・謝金】 86,467 0

事務支援員　 　1人×320千円×5ヵ月 1,600

特任講師 2人×750千円×12ヵ月 18,000

技術支援員　 　2人×320千円×12ヵ月 3,840 3,840千円を自己負担

ＲＡ経費（修士）2人（4月～3月）　 　2,760千円×1式（12月）　 2,760

ＲＡ経費（博士）33人（4月～3月）　 　59,820千円×1式（12月）　 59,820

千葉統括会議委員謝金　 　6人×@15千円×1回 90

プログラム打合せ等２人　 　２人×＠34.5千円×3回（1月） 207

学位論文審査謝金5人　 　5人×@30千円×1回（1月） 150

【旅費】 1,520 0

交通費（近距離日帰り）　 　10人×＠2千円×1回 20

プログラム打合せ等招聘旅費　 　2人×＠1,500千円×1回 1,500 1,500千円を自己負担

＜令和５年度（２０２３年度）計画＞　経費区分
金額（千円）

備考

＜令和５年度（２０２３年度）＞

本補助金の適切かつ効果的な使用計画（各経費（物品費、人件費・謝金、旅費、その他）の使用目的、必要性等）について、具体的かつ明確、簡潔に
記載してください。

・申請できる経費は、本事業計画の遂行に必要な経費です。

令和5年度は、革新医療創生CHIBA卓越大学院指導4年目であり、教育実施体制の充実を図るとともに、本プログラム教育実施
支援、所属学生に対する経済支援と研究支援を継続的に実施する体制を整備し、「卓越大学院千葉統括会議」や「グローバル外
部評価委員会」の助言や評価を踏まえ、プログラムの更なる改善を図っていく。
海外教員を審査員に含めた学位審査委員会を組織し世界標準の学位審査とともに、最終進級試験QE3を実施する。
選抜試験の実施に際しては、プログラムの広報と情報収集を基に、選抜方法の見直し等を行い、継続的に優秀な学生の獲得に
努める。
また、ホームページ等で令和5年8月及び令和6年3月に実施される本プログラム選抜試験を周知する。

補助事業の目的を達成するため、以下の事業を実施する。

（１）人件費・謝金
①人件費

リサーチ・アシスタント（RA）に委嘱し、大学院生が学修に専念できる経済的支援環境を整備する。
特任講師2名、技術支援員2名､事務支援員1名を雇用することで、カリキュラムの支援、留学生への履修支援、学生募集と
選抜試験の実施、「革新医療創生演習」への柔軟な対応など、本プログラムの運営及び環境整備のための人的支援を
継続して行う。

②謝金
海外教員を審査員に含めた学位審査委員会を組織し世界標準の学位審査を行う。
学外有識者からの企画・進捗に対する助言・指導等を行う「卓越大学院千葉統括会議」を令和6年3月頃に実施する。

（２）旅費
「卓越大学院千葉統括会議」を開催し、プログラムの運営に関して助言等を得る。

（３）その他（教育研究支援経費以外）
①ニュースレタ―校正費

４期生がデザイン、作成するニュースレターを作成、校正し、広報活動に利用する。
②その他

英語での研究発表のプレゼンテーションスキルの向上及び英語でのディベートスキル向上のため「実践英語」を開講
する。

 「革新医療創生演習」に必要な消耗品費、技術支援員に係る人件費、プログラム打合せ等招聘旅費、独創的な教育研究活動の
ための経費（一部）、外部講師の謝金等は、自己負担する。
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【その他（教育研究支援経費）】 0 0

【その他（教育研究支援経費以外）】 11,910 0

ニュースレター校正費 30千円×1式 30

印刷物送付料　 　50千円×1式（4月～3月） 50

独創的な教育研究活動のための経費（修士）7人
2,400千円×1式（4月～3月）

300 2,100千円を自己負担

独創的な教育研究活動のための経費（博士）34人
13,000千円×1式（4月～3月）

11,200 1,800千円を自己負担

学内語学セミナー業務委託費  330千円×1式（10コマ）  330 実践英語

100,000 0

年度の実施予定内容＜学内外資源＞

※ 当該年度に充当する学内外資源の主な用途を記入してください。

（令和５年度（２０２３年度））　 　合　計
100,000

学内資源（法人運営費等）：物品費、人件費・謝金、旅費、その他
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中間評価後修正変更版※中間評価時からの修正

（【1903】機関名：千葉大学　プログラム名称：革新医療創生CHIBA卓越大学院）

年度の事業計画＜補助金＞

※ 当該年度に本補助金を充当して実施する事業の具体的内容について記載

補助金申請額の明細

・使途は卓越大学院プログラムの目的に限定されます。

・実施（基幹）大学で使用する経費と共同実施機関で使用する経費を区分して記載してください。

 記載例：研究打合せ旅費　○○人×＠○○円 　○○千円

 資料整理謝金　　○人×○日×＠○○円 　○○千円

実施（基幹）大学での
使用金額

共同実施機関での
使用金額

【物品費】 0 0

0

【人件費・謝金】 80,000 0

特任講師 2人×750千円×12ヵ月 9,000 9,000千円を自己負担

技術支援員　 　2人×320千円×12ヵ月 3,840 3,840千円を自己負担

事務支援員　 　2人×320千円×12ヵ月 3,840 3,840千円を自己負担

ＲＡ経費 （修士）M1　  10人×80千円×6カ月　 4,800

ＲＡ経費 （修士）M2　  10人×115千円×12カ月　 13,800

ＲＡ経費 （博士）D　 　40人×200千円×12カ月　 44,720 51,280千円を自己負担

【旅費】 0 0

【その他（教育研究支援経費）】 0 0

【その他（教育研究支援経費以外）】 0 0

80,000 0

年度の実施予定内容＜学内外資源＞

※ 当該年度に充当する学内外資源の主な用途を記入してください。
学内資源（法人運営費等）：物品費、人件費・謝金、旅費、その他

（令和６年度（２０２４年度））　 　合　計
80,000

＜令和６年度（２０２４年度）＞

本補助金の適切かつ効果的な使用計画（各経費（物品費、人件費・謝金、旅費、その他）の使用目的、必要性等）について、具体的かつ明確、簡潔に
記載してください。

令和6年度は、革新医療創生CHIBA卓越大学院指導5年目であり、教育実施体制のさらなる充実を図るとともに、本プログラム教
育実施支援、所属学生に対する経済支援と研究支援を継続して実施し、「卓越大学院千葉統括会議」や「グローバル外部評価委
員会」の助言や評価を踏まえ、プログラムの更なる改善を図っていく。
海外教員を審査員に含めた学位審査委員会を組織し世界標準の学位審査とともに、最終進級試験QE3を実施する。
選抜試験の実施に際しては、プログラムの広報と情報収集を基に、選抜方法の見直し等を行い、継続的に優秀な学生の　獲得に
努める。
また、ホームページ等で令和6年8月及び令和7年3月に実施される本プログラム選抜試験を周知する。

補助事業の目的を達成するため、以下の事業を実施する。

（１）人件費・謝金
リサーチ・アシスタント（RA）に委嘱し、大学院生が学修に専念できる経済的支援環境を整備する。
特任講師2名、技術支援員2名､事務支援員2名を雇用することで、カリキュラムの支援、留学生への履修支援、学生募集と選
抜試験の実施、「革新医療創生演習」への柔軟な対応など、本プログラムの運営及び環境整備のための人的支援を継続して
行う。

「革新医療創生演習」に必要な消耗品費、学生の学会参加等の旅費、外部講師の謝金等は、自己負担する。

・申請できる経費は、本事業計画の遂行に必要な経費です。

＜令和６年度（２０２４年度）計画＞　経費区分
金額（千円）

備考
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年度の事業計画＜補助金＞

※ 当該年度に本補助金を充当して実施する事業の具体的内容について記載

補助金申請額の明細

・使途は卓越大学院プログラムの目的に限定されます。

・実施（基幹）大学で使用する経費と共同実施機関で使用する経費を区分して記載してください。

 記載例：研究打合せ旅費　○○人×＠○○円 　○○千円

 資料整理謝金　　○人×○日×＠○○円 　○○千円

実施（基幹）大学での
使用金額

共同実施機関での
使用金額

【物品費】 0 0

【人件費・謝金】 65,000

特任講師 2人×750千円×12ヵ月 9,000 9,000千円を自己負担

技術支援員　 　2人×320千円×12ヵ月 3,840 3,840千円を自己負担

事務支援員　 　2人×320千円×12ヵ月 3,840 3,840千円を自己負担

ＲＡ経費 （修士）M1　  10人×80千円×6カ月　 2,400 2,400千円を自己負担

ＲＡ経費 （修士）M2　  10人×115千円×12カ月　 6,900 6,900千円を自己負担

ＲＡ経費 （博士）D　 　40人×200千円×12カ月　 39,020 56,980千円を自己負担

【旅費】 0 0

【その他（教育研究支援経費）】 0 0

【その他（教育研究支援経費以外）】 0 0

65,000 0

年度の実施予定内容＜学内外資源＞

※ 当該年度に充当する学内外資源の主な用途を記入してください。
学内資源（法人運営費等）：物品費、人件費・謝金、旅費、その他

＜令和７年度（２０２５年度）＞

本補助金の適切かつ効果的な使用計画（各経費（物品費、人件費・謝金、旅費、その他）の使用目的、必要性等）について、具体的かつ明確、簡潔に
記載してください。

令和7年度は、教育実施体制の充実を図るとともに、本プログラム教育実施支援、所属学生に対する経済支援と研究支援を継続
して実施し、「卓越大学院千葉統括会議」や「グローバル外部評価委員会」の助言や評価を踏まえ、プログラムの効果効率的な改
善を図っていく。
海外教員を審査員に含めた学位審査委員会を組織し世界標準の学位審査とともに、最終進級試験QE3を実施する。
選抜試験の実施に際しては、プログラムの広報と情報収集を基に、選抜方法の見直し等を行い、継続的に優秀な学生の獲得に
努める。
また、ホームページ等で令和7年8月及び令和8年3月に実施される本プログラム選抜試験を周知する。

補助事業の目的を達成するため、以下の事業を実施する。

（１）人件費・謝金
リサーチ・アシスタント（RA）に委嘱し、大学院生が学修に専念できる経済的支援環境を整備する。
特任講師2名、技術支援員2名､事務支援員2名を雇用することで、カリキュラムの支援、留学生への履修支援、学生募集と選
抜試験の実施、「革新医療創生演習」への柔軟な対応など、本プログラムの運営及び環境整備のための人的支援を継続して
行う。

「革新医療創生演習」に必要な消耗品費、学生の学会参加等の旅費、外部講師の謝金等は、自己負担する。

・申請できる経費は、本事業計画の遂行に必要な経費です。

＜令和７年度（２０２５年度）計画＞　経費区分
金額（千円）

備考

（令和７年度（２０２５年度））　 　合　計
65,000
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